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製品についての注意事項 

この ユーザ ガイドでは、ほとんどのモデル 
に共通の機能について説明します。一部の 
機能は、お使いのデバイスでは使用できな 
い場合があります。 
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には、 HP の Web サイト 
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安全に関するご注意 


A 警告！ ユーザが火傷をしたり、デバイスが過熱状態になったりするおそれがありますので、デバイ 
スを直接ひざの上に置いて使用したり、デバイスの通気孔をふさいだりしないでください。デバイス 
は、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通気を妨げるおそれがありますの 
で、隣にプリンタなどの表面の硬いものを設置したり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかい 
ものを敷いたりしないでください。また、 AC アダプタを肌に触れる位置に置いたり、枕や毛布、ま 
たは衣類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでください。お使いのデバイスおよび AC 
アダプタは、 International Standard for Safety of Information Technology Equipment (IEC 6095 0) で 
定められた、ユーザが触れる表面の温度に関する規格に準拠しています。 
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各部について 


必要なハードウェアの確認 

お使いのデバイスに付属のコンポーネントは、地域やモデルによって異なる場合があります。この章 
の図には、ほとんどのモデルに共通の機能が示されています。 

デバイスに取り付けられているハードウェアの一覧を參照するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[マイコンピユータ]の順に選択します。 

2. [システムのタスク]ウィンドウの左枠内で、[システム情報を表示する]を選択します。 

3. [ハードウェア]タブ—[デバイスマネージャ]の順に選択します。 

[デバイスマネージャ]を使用して、ハードウエアを追加したりデバイス設定を変更したりすることも 
できます。 


表面の各部 


タツチパッド 




Q 〇 

〇 
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名称 




説明 

(1) 

タッチパッドオン/オフボタン 



タツチパツドをオンまたはオフにします 

(2) 

左のタッチパッドボタン* 



外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 
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( 3 ) 

タッチパッド* 

ポインタを移動して、画面上の項目を選択したり、ァ 
クティブにしたりします 

( 4 ) 

タッチパッドのスクロールゾーン 

画面を上下にスクロールします 

( 5 ) 

右のタッチパッドボタン* 

外付けマウスの右ボタンと同様に機能します 

( 6 ) 

1 タッチパッドオン/オフランプ 

• 白色：タツチパツドがオンになっています 



• オレンジ色：タツチパツドがオフになっています 

* この表では初期設定の状態について説明しています。ポインティングデバイスの設定を表示したり変更したりするには、 
[スタート]—[コントロールパネル]—[プリンタとその他のハードウェア]—[マウス]の順に選択します。 


ランプ 



名称 

説明 

Caps Lock フンプ 

点灯 ： Caps Lock がオンの状態です 
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キー 



名称 



説明 

( 1 ) 


フアンクシヨンキー 

fn キーと組み合わせて押すことによって、頻繁に使 
用するシステムの機能を実行します 

( 2 ) 


fn キー 

フアンクシヨンキーと組み合わせて押すことによっ 
て、頻繁に使用するシステムの機能を実行します 

( 3 ) 


Windows ロゴキー 

Windows ® の[スタート]メニユーを表示します 

( 4 ) 

3 

Windows アプリケーシヨンキー 

ポインタを置いた項目のシヨートカットメニユー 
を表示します 



@㈱ 
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名称 

説明 

(1) 0 電源ランプ 

• 点灯：デバイスの電源がオンになっています 

• 点滅：デバイスがスタンバイ状態になっていま 
す 

• 消灯：デバイスの電源が切れています 

(2) 電源スイッチ 

• デバイスの電源が切れているときにスライドさ 
せると、電源が入ります 

• 丁ハイスの電源が入っているときに短くスフイ 
ドさせると、ハイバネーシヨンが起動します 

• デバイスがスタンバイ状態のときに短くスライ 
ドさせると、スタンバイが終了します 

• デバイスがハイバネーシヨン状態のときに短く 
スライドさせると、ハイバネーシヨンが終了し 
ます 

デバイスが応答せず、 Windows のシャットダウン手 
順を実行できないときは、電源スイッチを5秒程度 
スライドさせたままにすると、デバイスの電源が切 
れます 

電源設定について詳しく調べるには、[スタート]— 
[コントロールパネル】—[パフォーマンスとメンテナ 
ンス]—[電源オプシヨン]の順に選択します 

(3) S ドライブランプ 

点滅：ハードドライブまたはフラッシュドライブに 
アクセスしています 

(4) ^ バッテリランプ 

• 点灯：バッテリが充電中です 

• 点滅：デバイスの電源としてバッテリのみを使 
用していて、口ーバッテリ状態になっていま 
す。完全なローバッテリ状態になった場合 
は、バッテリランプがすばやく点滅し始めま 
す 

• 消灯：デバイスが外部電源に接続されている場 
合、デバイスに装着されているすべてのバッテ 
リが完全に充電されると、このランプは消灯し 
ます。デバイスが外部電源に接続されていない 
場合は、口ーバッテリ状態になるまでランプ 
は消灯したままです 

(5) り，無線ランプ 

• 青色：無線口ーカルエリアネットワーク（無 
線 LAN ) デバイスなどの内蔵無線デバイスの電 
源がオンになっています 

• オレンジ色：すべての無線デバイスがオフに 
なっています 

(6) 無線スイッチ 

無線機能をオンまたはオフにしますが、無線接続は 
確立されません 

注記： 無線接続を確立するには、無線ネットワー 
クがすでにセットアップされている必要があります 
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右側面の各部 


〇 e Q 〇 9 


© 


@ 


名称 


説明 

(1) 

通気孔 

デバイス内部の温度が上がりすぎないように空気を通 
します 

注記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐた 
め、デバイスのファンは自動的に作動します。通常の 
操作を行っているときに内部ファンが回転したり停止 
したりしますが、これは正常な動作です 

(2) 

SD 力ードリーダー 

以下のフォーマットの別売のメディアカードに対応し 
ています 

• マルチメディアカード （ MMC ) 

• Secure Digital ( SD ) メモリカード 

⑶吟 

USB コネクタ 

別売の USB デバイスを接続します 

⑷今 

HP モバイルドライブスロット（一部のモデルの 

み） 

別売の HP ミニモバイルドライブを接続します 

(5) ^ 

セキュリティロックケーブル用コネクタ 

別売のセキュリ丁ィロックケーブルをデバイスし接 
続します 

注記： セキュリティロックケーブルに抑止効果は 
ありますが、 X バイスの盗難や誤った取り扱いを完全 
に防ぐものではありません 


左側面の各部 

"■-J-|— M— ^ ^1^" 

@@ @ ® @ 


名称 


説明 

(1) 

電源コネクタ 

AC アダプタを接続します 
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名称 



説明 

⑵ 今 

USB コネクタ 


別売の USB デバイスを接続します 

(3) 

通気孔 


デバイス内部の温度が上がりすぎないように空気を 
通します 




注記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐ 
ため、デバイスのファンは自動的に作動します。通 
常の操作を行っているときに内部ファンが回転した 
り停止したりしますが、これは正常な動作です 

⑷ R 

拡張ポート 


外部 VGA モニタ またはプロジェクタを接続できる別 
売の VGA ケーブルを接続します 

(5) (1 

4 

オーディオ出力 
入力（マイク） 

(ヘッドフォン）コネクタ/オーディオ 
コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカ、ヘッドフォン、 
イヤフォン、ヘッドセット、またはテレビオーディ 
才に接続したときに、サウンドを出力します。別売 
のへ ッドセットマイクも接続します 




警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがない 
ように、音量の調節を行ってからヘッドフォン、イ 
ヤフォン、またはヘッドセットを使用してくださ 
い。安全に関する情報について詳しくは、『規定、安 
全、および環境に関するご注意』を参照してくださ 
い 




注記 コネクタに別売のデバイスを接続すると、 

デ/ <イス本体のスピーカは無効になります 

⑹ 私 

RJ -45 (ネットワーク）コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します 


ディスプレイの各部 
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名称 


説明 

(1) 

内蔵ディスプレイスイッチ 

デバイスの電源が入っている状態でディスプレイを閉じ 
ると、ディスプレイの電源が切れます 

(2) 

スピーカ （ X 2) 

サウンドを出力します 

(3) 

内蔵マイク 

サウンドを録音および記録します 

(4) 

Web カメラ 

静止画像を撮影したり、動画を録画したりします 

注記： 動画を録画するには、 Web カメラソフトウェ 
アを追加インストールする必要があります 

(5) 

Web カメラランプ 

点灯： Web カメラを使用しています 


暴面の各部 



0 0 ' 0 0 0 

® ® 


名称 説明 

(1) バッテリベイ バッテリが装着されています 

(2) 〇 バッテリリリースラッチ （ X 2) バッテリベイからバッテリを取り外します 


(3) gg メモリモジュールコンパートメント メモリモジュールスロットがあります 


(4) 通気孔 デバイス内部の温度が上がりすぎないように空気を通しま 

す 


注記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、 
デバイスのフアンは自動的に作動します。通常の操作を 
行っているときに内部フアンが回転したり停止したりしま 
すが、これは正常な動作です 
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無線アンテナ 



名称 


説明 

(1) 

無線 LAN アンテナ （ X 2) * 

無線ローカルエリアネットワーク（無線 LAN ) で通信する無線 
信号を送受信します 

(2) 

無線 WAN アンテナ （ X 2) (—部のモデルのみ） 

無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) で通信する無線信 
号を送受信します 

* アンテナはデバイスの外側からは見えません。最適な転送のため、アンテナ周囲には障害物を置かないでください 


お住まいの地域の無線に関する規定情報については、『規定、安全、および環境に関するご注意』を 
参照してください。これらの注意事項を表示するには、[スタート]—[ヘルプとサボート]—[ユーザガ 
イド]の順に選択します。 


その他のハードウエアコンポーネント 
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名称 


説明 


(1) 

電源 コー P 

AC アダプタを電源コンセントに接続します 


(2) 

AC アダプタ 

AC 電源を DC 電源に変換します 


(3) 

バツテリ* 

デバイスが外部電源に接続されていないときに、 
を供給します 

デバイスに電力 

* バッテリおよび電源コードの外観は国や地域によって異なります。この製品を日本国内で使用する場合は、 
いた電源コードをお使いください。付属していた電源コードは、他の製品では使用できません。 

製品に付属して 


ラベルの確認 

デバイスに貼付されているラベルには、システムの問題を解決したり、デバイスを日本国外で使用し 
たりするときに必要な情報が記載されています。 


• 以下の情報を含む重要な情報が記載されています。 


t 


皆 


"product. om 
--s/n : xxjoLxmx 
p/n : JcxxxoKia 

mxxxmxxji 

» 1111111111111111111111111111111111 

raxiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii 

service 

tag 

xxMJim 
warrant x year 


S 


。 （1) 製品名：デバイスの前面に貼付されている製品名です。 

。 （2) シリアル番号 ( s / n ) :各製品に一意の英数字 id です。 

。 （3) 製品番号 （ p / n ) :製品のハードウエアコンポーネントに関する特定の情報を示しま 
す。製品番号は、サービス担当者が必要なコンポーネントおよび部品を確認する場合に役立 
ちます。 


。 (4) モデルの記載：お使いのデバイスに関するドキュメント、ドライバ、サボート情報を得 
るときに使用します。 

。 (5) 保証期間：このデバイスの標準保証期間が（年数で）記載されています。 

これらの情報は、サポート窓口に問い合わせるときに必要です。サービスタグラベルは、デバ 
イスの裏面に貼付されています。 

• Microsoft ® Certificate of Authenticity : Windows のプロダクトキー （Product Key、Product ID ) 
が記載されています。プロダクトキーは、オペレーティングシステムのアップデートやトラブ 
ルシューティングのときに必要になる場合があります。このラベルは、デバイスの裏面に貼付さ 
れています。 

• 規定ラベル：デバイスの規定に関する情報が記載されています。規定ラベルは、デバイスの裏面 
に貼付されています。 

• 無線認定/認証ラベル：オプションの無線デバイスに関する情報、および認定各国または各地域 
の一部の認定マークが記載されています。オプションのデバイスは、無線口ーカルエリアネッ 
トワーク（無線 LAN ) デバイス、 HP ブロードバンド無線モジュール、 Bluetooth ® デバイスなど 
です。1つ以上の無線デバイスを使用している機種には、1つ以上の認定ラベルが貼付されてい 
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ます。日本国外でモデムを使用するときに、この情報が必要になる場合があります。無線認定/ 
認証ラベルは、デバイスの裏面に貼付されています。 

• HP モバイルブロードバンドモジュールシリアル番号ラベル（一部のモデルのみ）： HP モバイ 
ルブロードバンドモジュールのシリアル番号が記載されています。このラベルは、デバイスの 
裏面にあります。 
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2 電源の管理 


電源オプシヨンの設定 

省電力設定の使用 

お使いのデバイスでは、2つの省電力設定が出荷時に有効になっています。スタンバイおよびハイバ 
ネー シヨンです。 

スタンバイを起動すると、電源ランプが点滅して画面表示が消えます。作業中のデータがメモリに保 
存されます。スタンバイを終了するときはハイパネーシヨンを終了するときよりも早く作業に戻れま 
す。デバイスが長時間スタンバイ状態になった場合、またはスタンバイ状態のときにバッテリが完全 
な口ーバッテリ状態になった場合は、ハイパネーシヨンを起動します。 

ハイパネーシヨンを 起動すると、 データがハー ドドライブの ハイパネーシヨンファイルに 保存され 
て、デバイスの電源が切れます。 


A 注意： オーディオおよびビデオの劣化、再生機能の損失、またはデータの損失を防ぐため、ディス 
クや外付けメディアカードの読み取りまたは書き込み中にスタンバイやハイパネーシヨンを起動しな 
いでください。 

^ 注記 デバイスがスタンバイまたはハイパネーシヨン状態の場合は、ネットワーク接続やデバイス 
機能の実行が一切できなくなります。 


スタンバイの起動および終了 

システムは、バッテリ電源の使用時に操作しない状態が10分続いた場合、外部電源の使用時に操作 
しない状態が25分続いた場合に、スタンバイを起動するように出荷時に設定されています。 

電源設定およびタイムアウトは、 Windows の [コントロー ルパネル]にある[電源オプシヨ ン] で変更で 
きます。 


デバイスの電源が入っている状態で、以下のどれかの方法でスタンバイを起動できます。 

• fn + f 1 キーを押します。 

• [スタート]—[終了オプション]—[スタンバイ】の順にクリックします。 

スタンバイを終了するには、次の操作を行います。 

▲ 電源スイッチを短くスライドさせます。 

スタンバイを終了すると、電源ランプが点灯し、中断した時点の作業が元通りに画面に表示され 
ます。 


歐 注記 デバイスがスタンバイを終了するときにパスワードの入力を必要とするように設定した場合 

は、作業画面に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 
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ハイパネーションの起動および終了 

システムは、バッテリ電源の使用時に操作しない状態が30分続いた場合、または完全な口ーバッ亍 
リ状態に達した場合に、ハイパネーションを起動するように出荷時に設定されています。 

W atB - 外部電源の使用時には、ハイパネーショ >は起動されません。 

注記 データの損失を防ぐため、作業データを定期的に保存してくださし h 

電源設定およびタイムアウトは、 Windows の[コントロールパネル]の[電源オプション]を使用して変 
更できます 

ハイパネーションを起動するには、以下の操作を行います。 

1. [スタートト[終了オプション】の順に選択します。 

2. shift キーを押しながら[休止状態]を選択します。 

または 

▲ デバイスの電源が入っている場合は、電源スイッチを短くスライドさせます。 

ハイパネーションを終了するには、以下の操作を行います。 

▲ 電源スイッチを短くスライドさせます。 

電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面に戻ります。 

^ ハイ六ネーションを終了するときにパスワードの入力を要求するように設定しテこ場合は、作 

業画面に戻る前に Windows ノ丄スワー丘を入力する必要があります。 

電源設定の使用 

電源設定は、デバイスの電源の使用方法を管理するための、システム設定の集合です。電源設定に 
よって、電力を節約し、デバイスのパフオーマンスを最大限に向上させることができます。 

以下の電源設定を利用できます。 

• ポータブル/ラップトップ（推奨） 

• 自宅または会社のデスク 

• プレゼンテーション 

• 常にオン 

• 最小の電源管理 

• バッテリの最大利用 

これらの電源プランの設定は[電源オプション]で変更できます。 

現在の設定の表示 

▲ タスクバーの右端にある通知領域の[電源メーター]アイコンをクリックします。 

または 

[スタート]—[コントロールパネル]—[パフオーマンスとメンテナンス]—[電源オプション] の順に 

選択します。 
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異なる電源設定の選択 

▲ タスクバーの右端にある通知領域の [電源メーター】 アイコンをクリックし、一覧から電源設定を 
選択します。 

または 

a . [スター ト】—[コントロールパネル]—[パフオーマンスとメンテナンス]—[電源オプション] の 

順に選択します。 

b . [鼋源設定] リストから電源設定を選択します。 

c . [0 K ] をクリックします。 

電源設定のカスタマイズ 

1. [スタート]—[コントロールパネル]—[パフォーマンスとメンテナンス]—[電源オプション] の順に 

選択します。 

2. [電源設定] リストから電源設定を選択します。 

3. [電源に接続] および [バッテリ使用】 の設定を必要に応じて変更します。 

4. [ OK ] をクリックします。 

スタンバイ終了時のパスワード保護の設定 

スタンバイの終了時にパスワードの入力を要求するようにデバイスを設定するには、以下の操作を行 
います。 

1. 通知領域の [電源メーター] アイコンを右クリックし、 [電源プロパティの調整] をクリックします。 

2. [詳細設定] タブをクリックします。 

3. [スタンバイから回復するときにパスワードの入力を求める] チェックボックスにチェックを入れ 
ます。 

4. [適用] をクリックします。 

外部電源の使用 

外部電源は、以下のどちらかのデバイスを通じて供給されます。 

A mWV 安全に関する問題の発生を防ぐため、デバイスを使用する場合は、デ万イス I 三荷属している 

AC アダプタ、 HP が提供する交換用 AC アダプタ、または HP から購入した対応する AC アダプタを 
使用してく尽さし\ 

• 認定された AC アダプタ 

• 別売のドッキングデバイスまたは別売の拡張製品 

次のどれかの条件にあてはまる場合はデバイスを外部電源に接続してください。 
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A 警告！ 航空機内でデバイスのバッテリを充電しないでください。 

• バッテリを充電またはバッテリゲージを調整する場合 

• システムソフトウェアをインストールまたは変更する場合 

• CD または DVD に情報を書き込む場合 

デバイスを外部電源に接続すると、以下のようになります。 

• バッテリの充電が始まります。 

• デバイスの電源が入ると、通知領域の[バッテリメーター]アイコンの表示が変わります。 

外部電源の接続を外すと、以下のようになります。 

• デバイスの電源がバッテリに切り替わります。 

• バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がります。ディスプレイの輝度を上げる 
には、 fn + f 4 ホットキーを押すか、 AC アダプタを接続しなおします。 

AC アダプタの接続 

A wwv 感電や装置の損傷を防ぐため、必ず以下の注意事項を守ってくださし1 

電源コードは、製品の近くの手が届きやすい場所にある電源コンセントに差し込んでください。 

外部電源からデバイスへの電力供給を完全に遮断するには、電源を切った後、電源コードをデバイス 
からではなくコンセントから抜いてください。 

安全に使用するため、必ず電源コードのアース端子を使用して接地してください。2ピンのアダプタ 
を接続するなどして電源コードのアース端子を無効にしないでください。アース端子は重要な安全上 
の機能です。 

デバイスを外部電源に接続するには、以下の操作を行います。 

1. AC アダプタをデバイスの電源コネクタに差し込みます（1)。 

2. 電源コードを AC アダプタに接続します（2)。 

3. 電源コードのもう一方の端を電源コンセントに接続します（3)。 
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バッテリ鼋源の使用 

充電済みのバッテリが装着され、外部電源に接続されていない場合、デバイスはバッテリ電源で動作 
します。外部電源に接続されている場合、デバイスは外部電源で動作します。 

充電済みのバッテリを装着したデ/《イスが AC アダプタから電力が供給される外部電源で動作してい 
る場合、 AC アダプタを取り外すと、電源がバッテリ電源に切り替わります。 


m 注記： 外部電源の接続を外すと、バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がりま 
す。ディスプレイの輝度を上げるには、 fn + f 4 ホットキーを使用するか、 AC アダプタを再接続しま 
す。 


作業環境に応じて、バッテリをデバイスに装着しておくことも、ケースに保管しておくことも可能で 
す。デバイスを外部電源に接続している間、常にバッテリを装着しておけば、バッテリは充電されて 
いて、停電した場合でも作業データを守ることができます。ただし、バッテリをデバイスに装着した 
ままにしておくと、デバイスを外部電源に接続していない場合は、デバイスがオフのときでもバッテ 
リは徐々に放電していきます。 


△警告！ 安全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を使用する場合は、デバイスに付属している 
バッテリ、 HP が提供する交換用バッテリ、または HP から購入した対応するバッテリを使用してく 
ださい。 


デバイスのバッテリは消耗品で、その寿命は、電源管理の設定、デバイスで動作しているプログラ 
ム、画面の輝度、デバイスに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素によって異なりま 
す。 

バッテリ充鼋残量の表示 

▲ タスクバーの右端にある通知領域の[電源メーター】アイコンをダブルクリックします。 

_ または- 

[スタート]—[コントロールパネル]—[パフオーマンスとメンテナンス]—[電源オプション]—[電 
源メーター]タブの順に選択します。 


ほとんどの場合、充電情報には、バッテリの状態がバッテリ残量のパーセントと残りの使用可能時間 
(分）で示されます。 

• パーセントは、バッテリの電力の推定残量を示します。 

• 時間は、現在のレベルでバッテリの電力を使い続けた場合にバッテリを使用できる推定残り時間 
を示します。たとえば、 DVD が再生すると残り時間が短くなり、停止すると残り時間が長くな 
ります。 

バッテリの充電中に、[電源メーター]画面のバッテリアイコンの上に稲妻の形のアイコンが重なって 
表示される場合があります。 

バッテリの着脱 


A 注意 デバイスの電源としてバッテリのみを使用しているときにそのバッテリを取り外すと、デー 
夕が失われる可能性があります。バッテリを取 y 外す場合は、データの損失を防ぐため、あらかじめ 
ハイパネーシヨンを起動するかオペ レー テイングシステムの通常の手順でデバイスをシャツ ト ダウン 
しておいてください。 
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バッテリを装着するには、以下の操作を行います。 

1. すべての外付けデバイスを取り外します。 

2. デバイスが外部電源に接続されている場合は、電源コンセントから電源コードを抜きます。 

3. デバイスを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

4. バッテリをバッテリベイに挿入し（1)、しっかりと収まるまで下向きに回転させるようにして 
取り付けます（2)。 

バッテリが装着されると、バッテリリリースラッチ （3) が自動的に固定されます。 



バツテリを取り外すには、以下の操作を行います。 

1. すべての外付けデバイスを取り外します。 

2. デバイスが外部電源に接続されている場合は、電源コンセントから電源コードを抜きます。 

3. デバイスを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

4. バツテリリリースラツチをスライドさせて（1)、バツテリの固定を解除します。 

5. バッテリを回転させるようにして引き上げて（2)、デバイスから取り外します（3)。 
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バッテリの充電 


A 警告！ 航空機内でデバイスのバッテリを充電しなて、でください。 

デバイスを外部電源 （ AC アダプタ経由）、別売の電源アダプタ、別売のドッキングデバイス、または 
別売の拡張製品に接続すると、バッテリの充電が開始されます。 

バッテリはデノ《イスの電源が入っているかどうかにかかわらず充電されますが、電源を切ったときの 
方が早く充電が完了します。 

バッテリが新しいか2週間以上使用されていない場合、またはバッテリの温度が室温よりも高すぎた 
り低すぎたりする場合、充電に時間がかかることがあります。 

バッテリの寿命を延ばし、バッテリ残量が正確に表示されるようにするには、以下の点に注意してく 
ださい。 

• 新しいバッテリを充電する場合は、デバイスの電源を入れる前にバッテリを完全に充電して〈だ 
さい。 

• バッテリランプが消灯するまでバッテリを充電してください。 


W 注記 デバイスの電源が入っている状態でバッテリを充電すると、バッテリが完全に充電され 

る前に通知領域のバッテリメーターに100%と表示される場合があります。 


• 通常の使用で完全充電時の5パーセント未満になるまでバッテリを放電してから充電してくださ 
い。 

• 1か月以上使用していない バッ テリは、充電ではなく バッ テリゲージの調整を行います。 

バッテリランプに以下のように充電状態が表示されます。 

• 点灯：バッテリが充電中です。 

• 点滅：デバイスの電源としてバッテリのみを使用していて、口ーバッテリ状態になっていま 
す。完全な口ーバッテリ状態になった場合は、バッテリランプがすばやく点滅し始めます。 

• 消灯：バッテリの充電が完了しているか、バッテリを使用中か、バッテリが装着されていない状 
態です。 

バッテリの放電時間の最長化 

バッテリの放電時間は、バッテリ電源で動作しているときに使用する機能によって異なります。バッ 
テリの容量は自然に低下するため、バッテリの最長放電時間は徐々に短くなります。 

バッテリの放電時間を長く保つには以下の点に注意してください。 

• 画面の輝度を下げます。 


• バッテリが使用されていないときまたは充電されていないときは、デバイスからバッテリを取り 
外します。 


• バツテリを気温や湿度の低い場所に保管します。 

ローバツテリ状態への対処 

ここでは、出荷時設定の警告メツセージおよびシステム応答について説明します。口ーバツテリ状態 
の警告とシステム応答の設定は、 Windows の[コントロールパネル]の[電源オプシヨン]で変更できま 
す。[電源オプション]ウィンドウでの設定は、ランプの状態には影響しません。 
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ローバ ッ テリ状態の確認 

デバイスの電源としてバッテリのみを使用しているときにバッテリが口ーバッテリ状態になると、 
バッテリランプが点滅します。 

口ーバッテリ状態を解決しないと完全な口ーバッテリ状態に入り、バッテリランプがすばやく点滅 
します。 

完全な口ーバッテリの状態になった場合、デバイスでは以下の処理が行われます。 

• ハイパネーシヨンが有効で、デバイスの電源が入っているかスタンバイ状態のときは、ハイバ 
ネーシヨンが起動します。 

• ハイパネーシヨンが無効で、デバイスの電源が入っているかスタンバイ状態のときは、短い時間 
スタンバイ状態になってから、システムが終了します。このとき、保存されていない情報は失わ 
れます。 
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ローバ ッ テリ状態の解決 

A 注意: データの損失を防でため、デバイスが完全な口一/らテリ状態になってハイパネージョンが 

起動し立場合は、電源ランプが消灯するまで電源を入れな P でく g さい〇 

外部電源を使用できる場合のローバッテリ状態の解決 

▲ 以下のデバイスのどれかを接続します。 

• デバイスに付属の AC アダプタ 

• 別売の拡張製品またはドッキングデバイス 

• 別売の電源アダプタ 

充電済みのバッテリを使用できる場合の口ーバッテリ状態の解決 

1. デバイスの電源を切るか、ハイパネーションを起動します。 

2. 放電したバッテリを取り外し、充電済みのバッテリを装着します。 

3. デバイスの電源を入れます。 

電源を使用できない場合のローバッテリ状態の解決 

▲ ハイパネーションを起動します。 

または 

作業中のデータを保存してデバイスをシャットダウンします。 

ハイバネーションを終了できない場合の口ーバッテリ状態の解決 

ハイパネーションを終了するための十分な電力がデバイスに残っていない場合は、以下の操作を行い 
ます。 

1. 充電済みのバッテリを装着するか、デバイスを外部電源に接続します。 

2. 電源スイッチを短くスライドさせてハイパネーションを終了します。 

バッテリゲージの調整 

バッテリゲージの調整は、以下の場合に必要です。 

• バッテリ充電情報の表示が不正確な場合 

• バッテリの通常の動作時間が極端に変化した場合 

バッテリを頻繁に使用している場合でも、1か月に2回以上バッテリゲージを調整する必要はありま 
せん。また、新しいバッテリを初めて使用する前にバッテリゲージを調整する必要はありません。 

手順1:バッテリを完全に充電する 

A 警告！ 航空機!^でデバイスの/^"テリを茺電しな"^く充さ 

m 注記： バッテリはデバイスの電源が入っているかどうかにかかわらず充電されますが、電源を切っ 
たときの方が早く充電が完了します。 
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バッテリを完全に充電するには、以下の操作を行います。 

1. デバイスにバッテリを装着します。 

2. デバイスを AC アダプタ、別売の電源アダプタ、別売の拡張製品、または別売のドッキングデバ 
イスに接続し、その別売アダプタまたは別売デバイスを外部電源に接続します。 

デバイスのバッテリランプが点灯します。 

3. バッテリが完全に充電されるまで、デバイスを外部電源に接続しておきます。 

充電が完了すると、デバイスのバッテリランプが消灯します。 

手順2 :ハイバネーションおよびスタンバイを無効にする 

1. タスクバーの右端にある通知領域の 源メーター] アイコンを右クリックし、 [鼋源プロパティの 
調整]をクリックします。 

または 

[スタート]—[コントロールパネル]—[パフォーマンスとメンテナンス]—[鼋源オプション] の順に 
選択します。 

2. バッテリゲージ調整後に設定を元に戻せるように、[バッテリ使用]列と[電源に接続]列の 4 つの 
設定をメモしておきます。 

3. これら 4 つの オプションをすべて[なし]に設定します。 

4. [ OK 】 をクリックします。 

手順3 :バッテリを放電する 

バッテリの放電中は、デバイスの電源を入れたままにしておく必要があります。バッテリは、デバイ 
スを使用しているかどうかにかかわらず放電できますが、使用している方が早く放電が完了します。 

• 放電中にデバイスを放置しておく場合は、放電を始める前に作業中のファイルを保存してくださ 
い。 

• 放電中にデバイスを使用する予定で、省電力設定を利用している場合、放電処理中はシステムの 
動作が以下のようになります。 

。 モニタは自動的にオフになりません。 

。 デバイスがアイドル状態のときでも、ハードドライブの速度は自動的に低下しません。 

。 システムによるハイパネーションは起動されません。 

バッテリを放電するには、以下の操作を行います。 

1. デバイスを外部電源から切り離します。ただし、デバイスの電源は 切らないで ください。 

2. バッテリが放電するまで、バッテリ電源でデバイスを動作させます。バッテリの放電が進んで 
口ーバッテリ状態になると、バッテリランプが点滅し始めます。バッテリが放電すると、バッ 
テリランプが消灯して、デバイスの電源が切れます。 
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手順 4 : バッテリを完全に再充電する 

バッテリを再充電するには、以下の操作を行います。 

1. デバイスを外部電源に接続して、バッテリが完全に再充電されるまで接続したままにします。再 
充電が完了すると、デバイスのバッテリランプが消灯します。 

バッテリの再充電中でもデバイスは使用できますが、電源を切っておく方が充電が早く完了しま 
す。 

2 . デバイスの電源を切っていた場合は、バッテリが完全に充電されてバッテリランプが消灯した 
後で、デバイスの電源を入れます。 

手順5 :ハイパネーションおよびスタンバイを再び有効にする 

A 注意： 7 T ッテリゲージの調整後にハイパネー'ョンを有効にしなデノ^スが完全な 石一 

テリ状態になった場合、/&テリが完全に放電して情報が失われるおそれがあ4ます。 

1. [スタートト[コントロールパネルト[パフォーマンスとメンテナンス]—[鼋源オプション]の順に 
選択します。 

2. [電源に接続]列と[バッテリ使用]列の項目を、記録しておいた設定に戻します。 

3. [0 K 】 をクリックします。 

バッテリの節電 

• Windows の[コントロールパネル]の[電源オプション]で消費電力設定を選択します。 

• ネットワークに接続する必要がないときは無線接続および LAN 接続をオフにし、モデムを使用 
するアプリケーションは使用後すぐに終了します。 

• 外部電源に接続されていない外付けデバイスのうち、使用していないものをデバイス本体から取 
り外します。 

• 使用していない外付けメディアカードを停止するか、無効にするか、または取り出します。 

• 必要に応じて画面の輝度を調節するには、 fn + f 3 および fn + f 4 ホットキーを使用します。 

• しばらく作業を行わないときは、スタンバイまたはハイパネーションを起動するか、デバイスの 
電源を切ります。 

バッテリの保管 

A 注意： 故障の原因互なりますので、バッテリを温度の高い場所に長時間放置しないでください。 

2週間以上デバイスを使用せず、外部電源から切り離しておく場合は、すべてのバッテリを取り出し 
て別々に保管してください。 

保管中のバッテリの放電を抑えるには、バッテリを気温や湿度の低い場所に保管してください。 

1か月以上保管したバッテリを使用するときは、最初にバッテリゲージの調整を行ってください。 
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使用済みバッテリの処理 

A WWV 化学薬品による火傷や発火のおそれがありますので、 / T ッテリを夯解し五り、壊し7こり、穴 

をあけたりしないでください。また、バッテリの接点をシヨートさせたり、バッテリを火や水の中に 
捨てたりしないでください。さらに、 60 °C (140° F ) より高温の環境に放置しないでください。バッ 
テリを交換する場合は、 i のデバイスでの使用力1 認定されている/テ * 1 2 ^のみを使用して < ナ 支さしレ 

バッテリの廃棄については、『規定、安全および環境に関するご注意』を參照してください。 

デバイスのシャットダウン 

△ デバイスをシャットダウンすると、保存されていない情報は失われます 。 

[シャットダウン]コマンドはオペレーティングシステムを含む開いているすべてのプ□グラムを終了 
し、ディスプレイおよびデバイスの電源を切ります。 

以下の場合は、デバイスをシャットダウンします。 

• バッテリを交換したりデバイス内部の部品に触れたりする必要がある場合 

• USB コネクタに接続しない外付けハードウエアデバイスを接続する場合 

• デバイスを長期間使用せず、外部電源から切断する場合 
デバイスをシャットダウンするには、以下の操作を行います。 

W 逐^ デ/スイスがスタン/"^またはハイ/1ネーシヨン状態の場合、シャットダウンするにはまずス 

タンバイまたはハイ/ネ 2ョンを終了する必要があります。 

1. 作業中のデータを保存して、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

2. [スタート】—[終了オプショント[鼋源を切る] の順に選択します。 

デバイスが応答しなくなり、上記のシャットダウン手順を使用できない場合は、記載されている順に 
以下の緊急手順を試みてください。 

• ctrl + alt+delete キーを押します。次に、[シャット ダウン]—[鼋源を切る] または[コン ピュータの電 
源を切る】 の順にクリックします。 

• 電源スイッチを5秒程度スライドさせたままにします。 

• デバイスを外部電源から切断し、バッテリを取り外します。 
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3 インターネット 


お使いのデバイスは、以下の種類のインターネットアクセスに対応しています。 

• 有線： RJ -45 (ネットワーク）コネクタを使用してブロードバンドネットワークに接続すること 
で、インターネットにアクセスできます。 

• 無線：モバイルインターネット接続には、無線接続を使用できます。無線ネットワークのセッ 
トアップまたは既存のネットワークへのデバイスの追加については、「無線ネットワークへの接 
続」を参照してください。 
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有線ネットワークへの接続 

口ーカルエリアネットワーク （LAN) に接続するには、8ピンの RJ-45 ネットワークケーブル（別 
売）が必要です。ネットワークケーブルに、テレビやラジオからの電波障害を防止するノイズ抑制コ 
ア （1) が取り付けられている場合は、コアが取り付けられているほうのケーブルの端 （2) をデバイ 
ス側に向けます。 



ネットワークケーブルを接続するには、以下の操作を行います。 

A WWT 火傷や感電、火災；^の損傷を防ぐため、モデムケーブルまたは電話ケーブルを RJ-45 

( ネ2トワーク ) —コ}クタに接続しナ士いでください。 

1. ネットワークケーブルをデバイス本体のネットワークコネクタに差し込みます（1)。 

2. ケーブルのもう一方の端をデジタルモジュラコンセントに差し込みます（2)。 
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無線ネットワークへの接続 


無線デバイスの使用 

無線技術では、有線のケーブルの代わりに電波を介してデータを転送します。お買い上げいただいた 
デバイスには、以下の無線デバイスが1つ以上内蔵されている場合があります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN) デバイス：会社の事務所、自宅、および公共の 
場所（空港、レストラン、喫茶店、ホテル、大学など）で、デバイスを無線口ーカルエリアネッ 
トワーク（一般に、無線 LAN ネットワーク、無線 LAN、WLAN と呼ばれます）に接続します。 
無線 LAN では、各モバイル無線デバイスは無線ルータまたは無線アクセスポイントと通信しま 
す。 


• HP モバイルブロ_ドバンドモジユ_ル （ _ 部のモデルのみ）：モバイルネットワーク事業者の 
サービスが利用できる場所であればどこでも情報にアクセスできる、無線ワイドエリアネット 
ワーク（無線 WAN) デバイスです。無線 WAN では、各モバイルデバイスはモバイルネット 
ワーク事業者の基地局と通信します。モバイルネットワーク事業者は、地理的に広い範囲に基 
地局（携帯電話の通信塔に似ています）のネットワークを設置し、県や地域、場合によっては国 
全体にわたってサービスエリアを効率的に提供します。 


デバイスは、以下の IEEE 業界標準に対応しています。 

• 802.1 1b :最初に普及した規格であり、最大11 Mbps のデータ転送速度をサボートし、 2.4 GHz 
の周波数で動作します。 

• 802.11 g :最大54 Mbps のデータ転送速度をサボートし、 2.4 GHz の周波数で動作します。 
802. 11 g の無線 LAN デバイスは下位の 802. 11 b デバイスに対応しており、両方を同じネットワー 
クで使用で きます。 

無線技術について詳しくは、[ヘルプとサボート]の情報と Web サイトへのリンクを參照してくださ 
い。 

無線 アイコンとネットワークステータスアイコンの 確認 


アイコン 

名前 

説明 

((!)> 

無線（接続済み） 

デバイスのハードウエアとしての無線ランプおよび無線スイッ 
チの位置を示します。1つ以上の無線デバイスが有効になって 
いることも示します 

(せ 

無線（切断済み） 

すべての無線デバイスが無効になっていることを示します 

g )) 

無線ネットワーク接続（接続済み） 

1つ以上の無線 LAN デバイスがネットワークに接続されている 
ことを示します 


無線ネットワーク接続（切断済み） 

1つ以上の無線 LAN デバイスがネットワークに接続されていな 
いことを示します 
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ネットワークステータス（接続済み） 1つ以上の LAN ドライバがインストールされていて、1つ以上 

の LAN デバイスがネットワークに接続されていることを示し 

S ます 


ネットワークステータス（切断済み） 1つ以上の LAN ドライバがインストールされているが、どの 

LAN デバイスもネットワークに接続されていないことを示しま 

SK す 


無線コントロールの使用 

以下の機能を使用して、デバイス本体の無線デバイスを制御できます。 

• 無線スイッチ 

• オペレーティングシステムの制御機能 

無線スイッチの使用 

デバイスには無線スイッチ、1つ以上の無線デバイス、1つの無線ランプがあります。出荷時の設定 
では、デバイス本体のすべての無線デバイスは有効になっていて、デバイスの電源を入れると青い無 
線ランプが点灯します。 

無線ランプは、無線デバイスの全体的な電源の状態を表すものであり、個々のデバイスの状態を表す 
ものではありません。青い無線ランプが点灯している場合は、1つ以上の無線デバイスが有効になっ 
ていることを示しています。無線ランプがオレンジ色の場合は、すべての無線デバイスが無効になっ 
ていることを示しています。 

出荷時の設定ではすべての無線デバイスが有効になっています。このため、すべての無線デバイスの 
オンとオフの切り替えを無線スイッチで同時に行うことができます。 

[HP Connection Manager ] ソフトウェアの使用 

[HP Connection Manager] を使用すると、インターネットプロファイル、 SMS (シヨートメッセー 
ジサービス）のメッセージング機能、および接続デバイスと接続方式を管理したり、その他の設定を 
編集したりすることができます。 

▲ [HP Connection Manager] を開くには、タスクバーの右端にある通知領域の [HP Connection 
Manager ] アイコンをクリツクします。 


啟 注記 ： [HP Connection Manager] の使用方法について 詳しくは 、 [HP Connection Manager] のヘルプ 
を參照して〈ださい。 


[HP Wireless Assistant ] ソフトウェアの使用（一部のモデルのみ） 

無線デバイスは 、 [HP Wireless Assistant] ソフトウェアを使用してオンとオフを切り替えることができ 
ます。無線デバイスが [Computer Setup] によって無効になっている場合、そのデバイスのオンとオフ 
を [HP Wireless Assistant] を使用して切り替えるには、 [Computer Setup] を使用して再び有効にする必 
要があります。 


歐 注記 無線デバイスを有効にしても（オンにしても）、デバイスがネットワークまたは Bluetooth 対 
応デバイスに自動的に接続されるわけではありません。 
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無線デバイスの状態を表示するには、タスクバーの右端の通知領域にある無線アイコンの上にマウ 
スポインタを置きます。 


& 注記： 無線アイコンを表示するには、通知領域の[隠れているインジケー5を表示します]アイコン 

([<] または [<<]) をクリ2クします 

[無線]アイコンが通知領域に表示されていない場合、以下の手順に沿って [HP Wireless Assistant ] のプ 
ロパティを変更します。 

1. [スター ト]—[コン ト ロールパネル]—[ネッ ト ワークとインター ネッ ト 接続 ]— [HP Wireless 
Assistant] の順に選択します。 

2. [ プロパティ ] をクリックします。 

3. 通知領域の [Wireless Assistant] アイコンの横のチェックボックスにチェックを入れます。 

4. [適用] をクリックします。 

詳しくは 、 [HP Wireless Assistant ] ソフトウェアのヘルプを参照してください。 

1. 通知領域にあるアイコンをダブルクリックして [HP Wireless Assistant ] を起動します。 

2. [ ヘルプ ] ボタンをクリックします。 

無線 LAN の使用 

無線 LAN デバイスを使用すると、無線ルータまたは無線アクセスポイントによってリンクされた、 
複数のデバイスおよび周辺機器で構成されている無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) に 
アクセスできます。 


歐 注記 無線ルータと無線アクセスポイントという用語は、同じ意味で使用されることがよくありま 

す。 


• 企業無線 LAN や公共無線 LAN などの大規模無線 LAN では通常、多数のデバイスや周辺機器に 
対応できる無線アクセスポイントを使用することによって、重要なネットワーク機能を他のサー 
ビスから切り離すことができます。 

• ホームオフィス無線 LAN や スモー ルオフィス無線 LAN では通常、無線ルータを使用して、複 
数台の無線接続または有線接続のデバイスでインターネット接続、プリンタ、およびファイルを 
共有できます。追加のハードウヱアやソフトウヱアは必要ありません。 

お使いのデバイスに搭載されている無線 LAN デバイスを使用するには、無線 LAN インフラストラク 
チャ（サービスプロバイダか、公共または企業ネットワークを介して提供される）に接続する必要が 
あります。 

無線 LAN のセットアップ 

無線 LAN をセットアップし、インターネットに接続するには、以下のような準備が必要です。 

• ブロ _ ドバンドモデム （ DSL またはケ _ ブル） （1) およびインタ_ネットサ_ビスプロバイダ 
( ISP ) が提供する高速インターネットサービス 

• 無線ルータ（別売） （2) 

• 無線デバイス （3) 

下の図は、インターネットに接続している無線ネットワークの設置例を示しています。 


無線ネットワークへの接続 27 







お使いのネットワークを拡張する場合、インターネットのアクセス用に新しい無線または有線のデバ 
イスをネットワークに追加することができます。 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルータの製造元または ISP から提供されている情報を 
參照してください。 

無線 LAN の保護 

無線 LAN の標準仕様に備わっているセキュリティ機能は限られていて、基本的には大規模な攻撃では 
なく簡単な盗聴を防ぐための機能しかあ y ません。そのため、無線 LAN には、既知でよく確認されて 
いるセキュリティの脆弱性があると認識しておくことが大切です。 

「無線 LAN スポット」と呼ばれるインターネットカフェや空港などで利用できる公衆無線 LAN で 
は、セキュリティ対策が取られていないことがあります。公共の場でのセキュリティと匿名性を高め 
る新しい技術は、無線デバイスの製造元や無線 LAN スポットのサービスプロバイダによって開発さ 
れている段階です。無線 LAN スポットを利用するときにデバイスのセキュリティに不安がある場合 
は、ネットワークに接続しての操作を、重要でない電子メールや基本的なネットサーフィン程度にと 
どめておいてください。 

無線 LAN をセットアップする場合や、既存の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能を有効にして、不正アクセスからネットワークを保護してください。一般的なセキュリティレベル 
は、 WPA (Wi-Fi Protected Access) -Personal と WEP (Wired Equivalent Privacy) です。無線信号 
はネットワークの外に出てしまうため、他の無線 LAN デバイスに保護されていない信号を拾われ、 
(許可しない状態で）ネットワークに接続されたり、ネットワークでやり取りされる情報を取得され 
たりする可能性があります。ただし、事前に対策を取ることで無線 LAN を保護できます。 

• セキュリティ機能内蔵の無線トランスミッタを使用する 

無線基地局、ゲートウェイ、またはルータといったトランスミッタの多くには、無線セキュリ 
ティプロトコルやファイアウォールといったセキュリティ機能が内蔵されています。適切な無 
線トランスミッタを使用すれば、無線セキュリティでの最も一般的なリスクからネットワークを 
保護できます。 

• ファイアウォールを利用する 

ファイアウォールは、ネットワークに送信されてくるデータとデータ要求をチェックし、疑わし 
いデータを破棄する防御壁です。利用できるファイアウォールにはさまざまな種類があり、ソフ 
トウェアとハードウェアの両方があります。ネットワークによっては、両方の種類を組み合わせ 
て使用します。 

• 無線を暗号化する 

さまざまな種類の高度な暗号プロトコルが、無線 LAN ネットワークで利用できます。お使いの 
ネットワークのセキュリティにとって最適な解決策を、以下の中から探してください。 

。 WEP (Wired Equivalent Privacy ) は、すべてのネットワークデータを送信される前に 
WEP キーで符号化または暗号化する無線セキュリティプロトコルです。通常は、ネット 
ワーク側が割り当てた WEP キーを使用できます。また、自分でキーを設定したり、異なる 
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キーを生成したり、他の高度なオプションを選んだりすることもできます。正しいキーを持 
たない他のューザが無線 LAN を使用することはできなくなります。 

。 WPA (Wi-Fi Protected Access) は、 WEP と同じように、セキュリティ設定によってネツ 
トワークから送信されるデータの暗号化と復号化を行います。ただし、 WEP のように1つ 
の決められたセキュリ亍ィキーを利用して暗号化を行うのではなく、 「 TKIP」(temporal key 
integrity protocol ) を使用してパケットごとに新しいキーを動的に生成します。また、ネッ 
トワーク上にあるデバイスごとに異なるキーのセットを生成します。 

• ネットワークを閉じる 

可能であれば、ネットワーク名 ( SSID ) が無線トランスミッタによってブロードキャスト（送 
信）されないようにします。ほとんどのネットワークは、最初にネットワーク名をブロードキャ 
スト（送信）して、利用可能であることを近くのデバイスに伝えます。ネットワークを閉じれ 
ば、お使いのデバイスの存在が他のデバイスから知られにく くなります。 


歐 注記： ネットワークを閉じて SS 旧がブロードキャスト（送信）されないようにした場合、新 
しいデバイスをネットワークに接続するには、その SSID を知っているか覚えていることが必要 
になります。 SSID を書き留めて、許可のない人の目にふれない安全な場所に保管してから、ネッ 
トワークを閉じるようにしてください。 


無線 LAN への 接続 

無線 LAN に接続するには、以下の操作を行います。 

1. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します。オンになっている場合は、無線ラン 
プが青色に点灯します。無線ランプがオレンジ色の場合は、無線スイッチをスライドさせます。 

2. [スタート]—*•[接続先】 の順に選択します。 

3. —覧から目的の無線 LAN を選択し、必要に応じてネットワークセキュリティキーを入力しま 
す。 

• ネットワークのセキュリティ設定がされていない場合は、誰でもこのネットワークにアクセ 
スできるため、警告メッセージが表示されます。警告メッセージを確認し、接続を完了する 
には、 [接続] をクリックします。 

• ネットワークがセキュリティ設定済みの無線 LAN である場合は、セキュリティコードであ 
るネットワークセキュリティキーの入力を求めるメッセージが表示されます。コードを入 
力し、 [接続] をクリックして接続を完了します。 


W 注記： 無線 LAN が一覧に表示されない場合は、無線ルータまたはアクセスポイントの範囲外 
にいることになります。 

注記:： 接続したいネットワークが表示されない場合は、 [接続またはネットワークをセットアッ 
プします】 をクリックします。オプションの一覧が表示されます。手動での検索や、ネットワー 
クへの接続、新しいネットワーク接続の作成などのオプションを選択できます。 


4. 接続完了後、タスクバー右端の通知領域にある無線ネットワーク接続アイコンの上にマウスポ 
インタを置くと、接続の名前、速度、強度、およびステータスを確認できます。 


& 注記:： 動作範囲（無線信号が届く範囲）は、無線 LAN の実装、ルータの製造元、およびその他の電 
子機器ならびに壁や床からの干渉に応じて異なります。 
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無線 LAN の使用方法について詳しくは、以下のリソースを參照してくださし、。 


• インターネットサービスプロバイダ ( ISP ) から提供される情報や、無線ルータやその他の無線 
LAN 機器に添付されている説明書等 

• [ヘルプとサポート]で提供されている情報や、そこにある Web サイトのリンク 

近くにある公共無線 LAN の一覧については、 ISP に問い合わせるか Web を検索してください。公共 
無線 LAN の一覧を掲載している Web サイトは、「ホットスポット」などのキーワードで検索できま 
す。それぞれの公共無線 LAN の場所について、費用と接続要件を確認します。 

他のネットワークへのローミング 

お使いのデバイスを他の無線 LAN が届く範囲に移動すると、 Windows はそのネットワークへの接続 
を試みます。接続の試行が成功すると、お使いのデバイスは自動的にそのネットワークに接続されま 
す。新しいネットワークが Windows によって認識されなかった場合は、お使いの無線 LAN に接続す 
るために最初に行った操作をもう一度実行してください。 

HP モバイルブロードバンドの使用（一部のモデルおよび一部の国や地域のみ） 

HP モバイルブロードバンドは無線ワイドエリアネットワーク （ WWAN ) を使用するため、無線 LAN 
の使用時よりも、より多くの場所のより広い範囲からインターネットにアクセスできます。 HP モバ 
イルブロードバンドを使用するには、ネットワークサービスプロバイダ（モバイルネットワーク事 
業者とも呼ばれます）と契約する必要があります。ネットワークサービスプロバイダは、ほとんど 
の場合、携帯電話事業者です。 HP モバイルブロードバンドの対応範囲は、携帯電話の通話可能範囲 
とほぼ同じです。 


モ バイルネットワーク事業者のサービスを利用して HP モ バイル ブロー ドバンドを使用すると、出張 
や移動中、または無線 LAN スポットの範囲外にいるときでも、インターネットへの接続、電子メール 
の送信、および企業ネットワークへの接続が常時可能になります。 

HP は、2つのテクノロジを提供しています。 


• HSDPA (High Speed Downlink Packet Access ) は 、 GSM (Global System for Mobile 
Communications ) 電気通信標準に基づいてネットワークへのアクセスを提供します。 

• EV-DO (Evolution Data Optimized ) は 、 CDMA (Code Division Multiple Access ) 電気通信標準 
に基づいてネットワークへのアクセスを提供します。 

HP モバイルブロードバンドについて詳しくは、 HP の Web サイト、 http :// www . hp . com / go / 
mobilebroadband / (英語サイト）を参照してください。 
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Bluetooth 無線デバイス（一部のモデルのみ） 

Bluetooth デバイスによって近距離の無線通信が可能になり、次のような電子機器の通信手段を従来 
の物理的なケーブル接続から無線通信に変更できるようになりました。 

• デバイス（デスクトップ、ノートブック、 PDA ) 

• 電話機（携帯、 コー ドレス、 スマートフ ォン） 

• イメージングデバイス（プリンタ、カメラ） 

• オーディオデバイス（ヘッドセット、スピーカ） 

Bluetooth デバイスは、 Bluetooth デバイスの PAN (Personal Area Network ) を設定できるピアッー 
ピア機能を提供します。 Bluetooth デバイスの設定と使用方法については、 Bluetooth オンラインヘル 
プを參照してください。 

Bluetooth とインターネット接続共有 （ ICS ) 

ホストとして1台のデバイスに Bluetooth を設定し、そのデバイスをゲートウエイとして利用して他 
のデバイスがインターネットに接続できるようにすることは、 HP ではおすすめしません。 Bluetooth 
を使用して2台以上のデバイスを接続する場合、インターネット接続共有 （ ICS ) が可能なのはその 
うちの1台で、他のデバイスは Bluetooth ネットワークを利用してインターネットに接続することは 
できません。 

Bluetooth は、お使いのデバイスと、携帯電話、プリンタ、カメラ、および PDA などの無線デバイス 
との間で情報をやり取りして同期するような場合に強みを発揮します。 Bluetooth および Windows 才 
ペレーティングシステムでの制約によって、インターネット共有のために複数台のデバイスを Bluetooth 
経由で常時接続しておくことはできません。 
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4 マルチメディア 


マルチメディア機能 

お使いのデバイスには、音楽や動画を再生したり、画像を表示したりできるマルチメディア機能が含 
まれています。また、以下のようなマルチメディアコンポーネントが含まれている場合があります。 

• 音楽を再生する内蔵スピーカ 

• 写真および動画を撮影できる内蔵 Web カメラ 

• 音楽、動画および画像の再生と管理を行うことができるプリインス トー ル済みの マルチ メディ 
アソフトウェア 


歐 注記 お使いのデバイスによっては、一覧に記載されてじヽても、一部のコンポーネントが含まれて 

いない場合があります。 


ここでは、お使いのデバイスに含まれているマルチメディアコンポーネントを確認する方法、および 
マルチメディアコンポーネントを使用する方法について説明します。 

マルチメディアコンポーネントの確認 

以下の図と表で、デバイスのマルチメディア機能について説明します。 
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名称 



説明 

(1) 


内蔵マイク 

サウンドを録音および記録します 

(2) 


Web カメラ 

静止画像を撮影したり、動画を録画したりします 




注記： 動画を録画するには、 Web カメラソフトウェアを 
追加インストールする必要があります 

(3) 


Web カメラランプ 

点灯： Web カメラを使用しています 

(4) 


スピーカ （X2) 

サウンドを出力します 

(5) 


音量上げホットキー 

fn キーと組み合わせて押すことによって、デバイスの音量を 
上げます 

(6) 

中 

音量下げホットキ_ 

fn キーと組み合わせて押すことによって、デバイスの音量を 
下げます 

(7) 


ミュートホットキ_ 

fn キーと組み合わせて押すことによって、デバイスの音を消 
します 

(8) 

¥ 

オーディオ出力（ヘッドフォン）コネクタ/ 
オーディオ入力（マイク）コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカ、ヘッドフォン、イヤフォ 
ン、ヘッドセット、またはテレビオーディオに接続したと 
きに、サウンドを出力します。別売のへッドセットマイク 
も接続します 




警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないように、 
音量の調節を行ってからヘッドフォン、イヤフォン、または 
へッドセットを使用してください。安全に関する情報につい 
て詳しくは、『規定、安全、および環境に関するご注意』を 
参照してください 




注記： コネクタに別売のデバイスを接続すると、デバイス 
本体のスピーカは無効になります 
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音量の調整 


音量の調整には、以下のどれかを使用します。 

• デバイスの音量ホットキー： fn キ ー（1) と、 f 8 (2 )、 flO (3)、 fll (4) のどれかのファンク 

シ ヨンキーとの 組み合わせです。 

。 音を消したり音量を元に戻したりするには 、 fn + f 8 を押します。 

。 音量を下げるには、 fn + f 10 を押します。 

。 音量を上げるには、 fn + f 11 を押します。 



• Windows の [ボリューム コント ロー ル ]: 

a . タスクバーの右端にある通知領域の[音量]アイコンをクリックします。 

b . 音量を調節するには、スライダを上下に移動します。 [ミュート] チェックボックスにチェッ 
クを入れると、音が出なくなります。 

または 

a . 通知領域の[音量]アイコンをダブルクリックします。 

b . [ボリュームコント ロー ル] 列で音量を調整するには、スライダを上下に移動します。バラン 
スの調整やミュートを行うこともできます。 
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[音量]アイコンが通知領域に表示されない場合は、以下の手順に沿って表示します。 


a . [スタート]—[コント ロール パネル】—[サウンド、音声、およびオーディオデバイス]—[サウ 
ンドとオーディオデバイスト[音量]タブの順に選択します。 

b . [タスクバーに音量アイコンを配置する]チェックボックスにチェックを入れます。 

c . [適用]をクリックします。 

• プログラムの音量調整機能： 

プログラムによっては、音量調整機能を持つものもあります。 

マルチメディアソフトウェア 

お使いのデバイスには、音楽や動画を再生したり、画像を表示したりできるマルチメディアソフト 
ウェアがプリインストールされています。 


プリインストールされているその他のマルチメディアソフトウェアの使用 

プリインストールされているその他のマルチメディアソフトウヱアを確認するには、以下の操作を行 
います。 

▲ [スタート]—[すべてのプログラム]の順に選択し、使用するマルチメディアプログラムを起動し 
ます。たとえば、 [Windows Media Player ] (-部のモデルのみ）を使用する場合は 、 [Windows 
Media Player ] をク 1 J ツクします。 


W 注記： プログラムによってはサブフォルダに含まれているものもあ y ます。 


インターネットからのマルチメディアソフトウェアのインストール 

▲ インターネットからマルチメディアソフトウェアをインストールするには、ソフトウェアの製 
造元の Web サイトにアクセスし、説明に沿って操作します。 


m 注記： インターネットからダウンロードしたソフトウェアにはウィルスが含まれている可能性があ 
ります。詳しくは、「セキュリティ」の章を参照してください。 
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オーディオ 

お使いのデバイスでは、以下のさまざまなオーディオ機能を使用できます。 


• デバイスのスピーカおよび接続した外付けスピーカを使用した、音楽の再生 

• 別売のへッドセットマイクを使用した、サウンドの録音 

• インターネットからの音楽のダウンロード 

• オーディオと画像を使用したマルチメディアプレゼンテーションの作成 

• インスタントメッセージプログラムを使用したサウンドと画像の送信 

外付けオーディオデバイスの接続 


A 警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからヘッドフォン、 
イヤフォン、またはヘッドセットを使用してください。安全に関する情報について詳しくは、『規 
定、安全、および環境に関するご注意』を参照してください。 


外付けスピーカ、へッドフォン、へッドセットマイクなどの外付けデバイスの接続方法については、 
デバイスの製造元から提供される情報を参照してください。デバイスを良好な状態で使用できるよ 
う、以下の点に注意してください。 

• デバイスケーブルがお使いのデバイスの適切なコネクタにしっかりと接続されていることを確 
認します（通常、ケーブルコネクタは、デバイスの対応するコネクタに合わせて色分けされて 
います）。 

• 外付けデバイスに必要なドライバがある場合は、そのドライバをインストールします。 


& 注記： ドライバは、デバイスとデバイスが使用するプログラム間のコンバータとして機能す 
る、必須のプログラムです。 


オーディオ機能の確認 

お使いのデバイスのシステムサウンドを確認するには、以下の操作を行います。 

1. [スター ト]—[コント ロールパネル ]— [サウンド、音声、およびオーディオデバイス]—[サウンド 
とオーディオデバイス]の順に選択します。 

2. [サ ウンドとオーディオデバイスのプロパティ]ウィンドウが開いたら、 [ サウンド ] タブをクリッ 
クします。 [ プログラムイベント ] でビープやアラームなどの任意のサウンドイベントを選択して 
から、矢印ボタンをクリックしてサウンドをチェックします。 

スピーカまたは接続したヘッドフォンから音が鳴ります。 

デバイスの録音機能を確認するには、以下の操作を行います。 

1. [ スタート ]—[ すべてのプログラム ]—[ アクセサリ ]—[ エンターテイメント]—[サウンドレコー 
ダー ] の順に選択します。 

2. [録音]ボタンをクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保存します。 

3. マルチメディアプログラムを開き、サウンドを再生します。 
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& 注記 良好な録音結果を得るため、直接マイクに向かって話し、雑音がないように設定して録音し 

ます。 


▲ デバイスのオーディオ設定を確認または変更するには、タスクバー上の[音量]アイコンを右クリツ 
クするか、[スタート]— [コン トロールパネル]—[サウンド、音声、および才ーデイオデバイス] 
—【サウンドとオーディオデバイス]の順に選択します。 
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動画 


お使いのデバイスでは、以下のさまざまな動画機能を使用できます。 

• 動画の再生 

• インタ_ネットを介したゲ_ム 

• プレゼンテーション作成のための画像や動画の編集 

• 外付けビデオデバイスの接続 

外付けモニタまたはプロジェクタの接続 

モニタやプロジェクタなどの外付けディスプレイは、 VGA ケーブル（別売）を使用してデバイスの拡 
張ポ _ 卜に接続します。 

外付け モニタ またはプロジ x クタを接続するには、以下の操作を行います。 

1. 別売の VGA ケーブルをデバイスの拡張ポートに接続します。 



2. ケーブルのもう一方の端を外付けモニタまたはプロジェクタに接続します。 


& 注記： 正しく接続された外付けモニタまたはプロジェクタの画面に画像が表示されない場合は 、 fn 
+ f 2 キーを押して画像をその外付けディスプレイに転送します。 fn + f 2 を繰り返し押すと、表示画 
面が外付けデイスプレイとデバイスとの間で切り替わります。 
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Web カメラ 

お使いのデバイスには、ディスプレイの上部に Web カメラが内蔵されています。 Web カメラは、静 
止画像および動画の撮影を可能にする入カデバイスです。 

歐 注記 動画を録画する lE ■は、 WeB カメラソフトウェアを追加インストーノ T 〒る必要があ^ます厂 

Web カメラにアクセスするには、以下の操作を行います。 

1. [ スタート ]—[ マイコンピュータ ] の順にクリックし、カメラのアイコンをダブルクリックします。 

2. 画像を撮影するには 、 [Take a new picture ] (新しい画像の撮影）をクリックします。 
m 注記: 画像は[マイドキュメント]フォルダ己自動的に了呆存されます。 
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5 セキュリティ 


デバイスの保護 

Windows オペレーティングシステムおよび Windows 以外のセットアップユーティリティによって提 
供される標準のセキュリティ機能により、個人設定およびデータをさまざまなリスクから保護できま 
す。 


この章に記載されている手順を実行して、以下の機能を使用します。 


• パスワード 

• フアイアウオールソフトウェア 

• 緊急セキュリティアップデート 

& ^ ib " セキュリティソリューションは、 wit 効果を発揮する^:を目的 f して設訐されて r ヽます 

が、ソフトウエアによる攻撃、またはデバイスの盗難や誤った取り扱いを完全に防ぐものではありま 
せん。 


注記 デバイスをサポートあてに送付する場合は、事前にすべてのパスワード設定を削除してくだ 

さい。 



デバイスでの危険性 

セキュリティ機能 

デバイスの不正使用 

争 

Quick し ock 


• 

電源投入時パスワード 

データへの不正アクセス 

争 

フアイアウオールソフトウェア 


• 

[Windows Updates] 

セットアップユーティリティ、 BIOS 設定、およびその他の 
システム識別情報への不正アクセス 

管理者パスワード 

デバイスへの現在または将来の脅威 

Microsoft からの緊急セキュリティアップデート 

Windows ユーザアカウントへの不正アクセス 

ユ_ 

—ザパスワード 


パスワードの使用 

パスワードは、デバイス情報を保護するために選択した文字グループです。情報へのアクセスの制御 
方法に応じてさまざまな種類のパスワードを選択できます。パスワードは、 Windows やセットアッ 
プユーティリティ （ Windows が起動する前に機能する、プリインストールされたユーティリティ） 
で設定できます。 
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A 注意 デバイスがロックされないように、設定したパ スワー ドをすべて書き留めてください。ほと 

んどのパ スワー ドは設定、変更、削除するときに表示されないため、パ スワー ドをすぐに書き留め、 
他人の目にふれない安全な場所に保管する必要があります。 


セットアップユーティリティ機能と Windows セキュリティ機能の両方で同じパスワードを使用でき 
ます。複数のセットアップユーティリティ機能で同じパスワードを使用できます。 

セットアップユーティリティでパスワードを設定するときは、以下のガイドラインに従ってくださ 
い。 

• パスワードは、最長8文字まで英数字を組み合わせて指定できます。また、大文字と小文字は区 
別されます。 

• セットアップユーティリティで設定するパスワードは、セットアップユーティリティのブロン 
プトで入力する必要があります。 Windows に設定されるパスワードは、 Windows プロンプトで 
入力する必要があります。 

パスワードを作成したり保存したりする時は、以下のヒントを参考にして〈ださい。 

• パスワードを作成するときは、プログラムの要件に従う 

• パスワードを書き留めておき、デバイスから離れた他人の目にふれない安全な場所に保管する 


• パスワードをデバイス上のファイルに保存しない 


• 部外者が簡単に知ることができる名前などの個人情報を使用しない 

以下の項目では、 Windows のパスワードおよびセットアップユーテイリテイのパスワードのそれぞ 
れの機能について説明します。スクリーンセーバのパスワードなど、 Windows のパスワードについ 
ては、[スタート】—[ヘルプとサボート]の順に選択してください。 

Windows でのパスワードの設定 

パスワード 


機能 

管理者パスワード 


管理者レベルのデータへのアクセスを保護します 

注記： このパスワードは、セットアップユーティリティの 
データへのアクセスには使用できません 

ユーザパスワード 


Windows ユーザアカウントへのアクセスを保護します。デバ 
イスのデータへのアクセスも保護します。スタンバイまたは 
ハイバネーシヨンを終了するときにはこのパスワードを入力 
する必要があります 

Quick し ock 


デバイスにアクセスする前に Windows の[ログオン]ダイアロ 
グボックスにパスワードを入力するように要求することによ 
り、デバイスを保護します。ユーザまたは管理者パスワード 
を設定した後は、以下の操作を行います 

1. fn + f 6 キーを押して [ QuickLock ] を起動します 

2. Windows のユーザパスワードまたは管理者パスワード 
を入力して [ QuickLock ] を終了します 
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セツトアップユーテイリテイでのパスワードの設定 


パスワード 機能 


管理者パスワード* • セットアップユーティリティへのアクセスを保護します 

• パスワードの設定後は、セットアップユーティリティに 

アクセスするたびにこのパスワードを入力する必要があ 
ります 


注意： 管理者パスワードを忘れると、セットアップユー 
テイリテイにアクセスできなくなります 


電源投入時パスワード* 


• デバイスのデータへのアクセスを保護します 


• パスワード設定後は、デバイスの電源投入時、再起動 
時、またはハイパネーシヨンの終了時には必ずこのパス 
ワードを入力する必要があります 


注意： 電源投入時パスワードを忘れると、デバイスの電源 
を入れることも、再起動も、ハイバネーシヨンの終了もでき 
なくなります 


* 各パスワードについて詳しくは、以下の項目を参照してください 


管理者パスワード 

管理者パスワードを設定すると、セットアップユーティリティのコンフィギュレーション設定とシス 
テム識別情報が保護されます。パスワードの設定後は、セットアップユーティリティにアクセスする 
たびにこのパスワードを入力する必要があります。 

その管理者パ スワー ドは、 Windows で設定した管理者パ スワー ドで置き換えができず、設定、入力、 
変更、または削除時に表示されません。必ずパ スワー ドを書き留め、他人の目に触れない安全な場所 
に保管してください。 

管理者パスワードの管理 

パスワードを設定、変更および削除するには、以下の操作を行います。 

1 . デバイスを起動または再起動してセットアップユーティリティを開き、画面の左下隅に [no = 
BIOS Setup Options ] というメ ッセー ジが表示されている間に、 flO キーを押します。 

2. 矢印キーを使用して [Security 】 （セキュリティ設定）— [Set Administrator Password] (管理者 
パスワードの設定）の順に選択し、 enter キーを押します。 

• 管理者パ スワー ドを設定するには、 [Enter New Password] (新しいパ スワー ドの入力）お 
よび [Confirm New Password] フィール ドにパ スワー ドを入力し、 enter キーを 押 します。 

• 管理者パ スワー ドを変更するには、 [Enter Current Password] (現在のパ スワー ドの入 
力）フィールドに現在のパ スワー ドを入力し、 [Enter New Password] (新しいパ スワー ド 
の入力）および [Confirm New Password] フイールドに新しいパ スワー ドを入力し、 enter 
キーを 押します。 

• 管理者パスワードを削除するには、 [Enter Password] (パスワードの入力）フィールドに 
現在のパスワードを入力し、 enter キ _ を 4 回押します。 

3. 変更を保存してセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [Exit] (終 
了）— [Exit Saving Changes] (変更を保存して終了）の順に選択します。 
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変更した内容は、次回デバイスを起動したときに有効になります。 


管理者パスワードの入力 

[Enter Password] (パスワードの入力）画面が表示されたら、管理者パスワードを入力して enter 
キーを押します。3回続けて間違えて入力した場合は、デバイスを再起動して管理者パスワードを入 
力しなおす必要があります。 

電源投入時パスワード 

電源投入時パスワードは、デバイスが不正に使用されることを防ぎます。パスワード設定後は、デバ 
イスの電源投入時、再起動時、またはハイパネーシヨンの終了時には必ずこのパスワードを入力する 
必要があります。電源投入時パスワードは、設定、入力、変更、または削除する場合に表示されませ 
ん。 


電源投入時パスワードの管理 

パスワードを設定、変更および削除するには、以下の操作を行います。 

1. デバイスを起動または再起動してセットアップユーティリティを開き、画面の左下隅に [ f 10 = 
BIOS Setup Options ] というメッセージが表示されている間に、 flO キーを押します。 

2. 矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ設定）— [Set Power-On Password] (電源投入時 

パスワードの設定）の順に選択し、 enter キーを押します。 

• 電源投入時パスワードを設定するには、 [Enter New Password] (新しいパスワードの入 
力）および [Confirm New Password] (新しいパスワードの確認）フイールドにパスワード 
を入力し、 enter キーを押します。 

• 電源投入時パスワードを変更するには [Enter Current Password] (現在のパスワードの入 
力）フイールドに現在のパスワードを入力し、 [Enter New Password] および [Confirm New 
Password ] フィ ールドに新しいパスワードを入力し、 enter キーを押します。 

• 電源投入時パスワードを削除するには、 [Enter Current Password] フィールドに現在のパ 
スワードを入力し、 enter キーを 4 回押します 0 

3. 変更を保存してセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [Exit] (終 
了）— [Exit Saving Changes] (変更を保存して終了）の順に選択します。 

変更した内容は、次回デバイスを起動したときに有効になります。 

電源投入時パスワードの入力 

[Enter Password] (パスワードの入力）画面が表示されたらパスワードを入力して enter キーを押し 
ます。 3 回続けて間違えて入力した場合は、デバイスを再起動して電源投入時パスワードを入力しな 
おす必要があります。 
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ウイルス対策ソフトウェアの使用 

デバイスで電子メールを使用したり、インターネットに接続したりする場合、デバイスがコンピュー 
タウィルスの危険にさらされます。コンピュータウィルスに感染すると、オペレーティングシス亍 
ム、アプリケーション、ユーティリティなどが使用できなくなったり、正常に動作しなくなったりす 
ることがあります。 


W 注記」 ウィルス対策ソフトウヱアをインストールしてデ^イスを保護することをおすすめします。 

ウィルス対策ソフトウエアを使用すると、既知のウィルスを検出および駆除したり、多くの場合は 
ウィルスの被害にあった箇所を修復したりできます。新しく発見されたウィルスからデバイスを保護 
するには、ウィルス対策ソフトウエアを最新の状態にしておく必要があります。 


歐 注記： コンピュータウィルスについてさらに詳しく調べるには、[ヘルプとサボート]の[検索]フィー 
ルドに 「ウイルス」と入力します。 
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ファイアウオールソフトウェアの使用 

デバイスで電子メールやネットワークを使用したりインターネットにアクセスしたりする場合、第三 
者がデバイスや個人用ファイルにアクセスしたり、使用者に関する情報を不正に取得してしまう可能 
性があります。プライバシを保護するため、デバイスにプリインストールされているファイアウオー 
ルソフトウェアを使用してください。 


ネットワーク処理のログおよびレポート情報や、自動アラームなどのファイアウォール機能を使用し 
て、デバイスでの送受信の流れを監視します。詳しくは、ファイアウォールの説明書を參照するか、 
ファイアウオールの製造元に問い合わせてください。 


W 注記： 特定の状況下では、ファイアウォールがインターネットゲームへのアクセスをブロックした 
り、ネットワーク上のプリンタやファイルの共有に干渉したり、許可されている電子メールの添付 
ファイルをブロックしたりすることがあります。問題を一時的に解決するには、ファイアウォールを 
無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウォールを再度有効にします。問題を永久に解決 
するには、ファイアウォールを再設定します。 
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緊急アップデートのインストール 


△注意： Microsoft 社は、緊急アップデートに関する通知を配信しています。お使いのデバイスをセ 
キュリティの侵害やデバイスウィルスから保護するため、通知があった場合はすぐに Microsoft 社か 
らのすべてのオンライン緊急アップデートをインストールしてください。 


オペレーティングシステムやその他のソフトウエアに対するアップデートが、デバイスの工場出荷後 
にリリースされている可能性があります。すべての使用可能なアップデートが確実にデバイスにイン 
ストールされているようにするには、以下の操作を行います。 

• デバイスのセットアップが完了したら、できる限りすぐに [Windows Update ] を実行します。 [ス 
ター ト]— [すべてのプログラム]— [Windows Update] の順に選択すると表示されるアップデート 
リンクを使用します。 

• [Windows Update ] は、 1 か月に 1 回など、一定期間ごとに実行してください。 

• Window およびその他の Microsoft のプログラムのアップデートがリリースされるたびに、 
Microsoft 社の Web サイトおよび[ヘルプとサボート]のアップデートリンクから入手します。 
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メディアカ ー ド 


別売のメディアカードは、データを安全に格納し、簡単にデータを共有できる力ードです。これらの 
力ードは、他のデバイス以外にも、デジタルメディア対応のカメラや PDA などでよく使用されます。 

お使いのデバイスの SD 力ードリーダーは、以下のフォーマツトに対応しています。 

• マルチメディアカード （ MMC ) 

• Secure Digital ( SD ) メモリカード 

メディアカードの揷入 

A 注意： SD 力ードおよびデバイスの損傷を防ぐチこめ、 SD 力ードスロ 3卜には、 _ どのような種類の 

アダプタも挿入しないでください。 

注意： メディアカードコネクタの損傷を防ぐため、メディアカードの挿入時に必要以上の力を加 
えないでくださし'〇 

1. メディアカードのラベルを上にし、コネクタをデバイス側に向けて持ちます。 

2. 力ードを SD 力ードリ_ダ_に挿入し、しっかり収まるまで力ードを押し込みます。 



デ/《イスが検出されると音が鳴り、場合によっては使用可能なオプシヨンのメニューが表示され 
ます。 
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メディアカードの停止および取り出し 

△ 注意: データの消失やシステムの応答停止を防ぐため、メディアカ ー K を取り出す丽こ力ードを停 

止してください^ 

1. 情報を保存し、メディアカードに関連するすべてのプログラムを閉じます。 

& 注記： データ転送を停止するには、オペ レー ティジグシステムの [コ してじ、ます]ウィ： 7 P 

ウ玉'[キヤンセル]をクリックします。 

2. メディアカードを停止します。 

a. タスクバーの右端にある通知領域の[ハードウエアの安全な取リ外し】アイコンをダブルク 
リックします。 

m aiBi [ハードウエアの安全な取り外し]ア？コンを表示するには、通知領域の[隠れている 

インジケータを表吏 します]アイコン」 L <] ま丄こは[<业をクリックしま 

b . —覧からメディアカード名をクリックします。 

c. [停止]をクリックし、 [ OK 】 をクリックします。 

3. メディアカードを押して固定を解除し（1)、力ードを引いてスロットから取り出します（2)。 
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USB デバイス 


USB デバイスの使用 

USB (Universal Serial Bus) は、 USB キーボード、マウス、ドライブ、プリンタ、スキヤナ、ハブな 
どの別売の外付けデバイスを接続するためのハードウェアインタフェースです。デバイスは、システ 
ム、別売のドッキングデバイス、または別売の拡張製品に接続することができます。 

USB デバイスには、追加サポートソフトウヱアを必要とするものがありますが、通常はデバイスに 
付属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、デバイスに付属の操作説明書を参 
照してください。 

デバイスには2 つの USB コネクタがあり、 USB 1.0、 USB 1.1、および USB 2.0 の各デバイスに対応 
しています。モデルによっては、別売の HP ミニモバイルドライブをサボートする HP モバイルド 
ライブ スロッ トが装備されている場合もあります。別売の USB ハブ、別売のドッキングデバイス、 
または別売の拡張製品には、デバイスで使用できる USB コネクタが装備されています。 

USB デバイスの接続 


A 注意 USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスの接続時に必要以上の力を加えないでくだ 

さい。 


▲ USB デバイスを接続するには、 USB デバイスの USB ケーブルを USB コネクタに接続します。 



デ/ くイスが検出されると音が鳴ります。 


& 注記 USB デバイスを接続すると、通知領域にシステムがデバイスを認識したことを示すメツセー 
ジが表示されます。 
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USB デバイスの停止および取り外し 


△注意： データの損失やシステムの応答停止を防ぐため、 USB デバイスを取り外すときは、まずデバ 
イスを停止してください。 

注意 USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスの取り外し時にケーブルを引っ張らないで 

ください。 


USB デバイスの停止および取り外しを行うには、以下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端にある通知領域の[ハードウェアの安全な取 y 外し]アイコンをダブルクリック 
します。 


歐 注記： [ハードウエアの安全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域の[隠れているイン 
ジケータを表示します]アイコン（[<】または [<< 1 ) をクリックします。 


2. 一覧からデバイス名をクリックします。 


& 注記： 一覧に表示されない USB デバイスを取り外す場合、デバイスを停止する必要はありま 
せ 

3. [停止]をクリックし、次に [OK] をクリックします。 

4. デバイスを取り外します。 
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HP モバイルドライブスロットの使用（一部のモデルのみ） 

HP モバイルドライブスロットは、デバイスにストレージを追加できるようにする USB コネクタで 
す。 HP モバイルドライブスロットは、 HP ミニモバイルドライブ（別売）と組み合わせる場合にの 
み使用できます。 

HP ミニモバイルドライブの挿入 

▲ HP ミニモ バイルドライブを HP モ バイルドライブスロットに挿入し、 HP ミニモ バイルド ラ 
イブがしっかりと装着されてデバイスの外側と同一面に収まるようになるまで押し込みます。 



デバイスが検出されると音が鳴ります。 

啟 逐^ USB デバイスを接続する石、タスクバーの右端にある通知領域日、システムがデバイスを認 

識したことを示すメッセージが表示されます。 

HP ミニモバイルドライブの停止および取り外し 

a 注意: 情報の損失や Iステムの応答停正を防ためにて hp ミニモ/ fr ルドライブを取り出す前(こ 

デバイスを停止します。 

HP ミニモバイルドライブを停止および取り外すには、以下の操作を行います。 

1. 通知領域にある[ハードウエアの安全な取り外し】アイコンをダブルクリックします。 

& 注記： [ハー ドウエアの安全な取 y 外し]アイコンを表示するには、通涵領域の[隠れているイン 

2ケータを表示上ます]ア土コン j<] まなは [<i をクリタ乞 k ます。 

2. —覧からデバイス名をクリックします。 

3. [停止卜 [0K] の順にクリックします。 

4. HP ミニモバイルドライブを取り外します。 
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8 ポインテイングデバイスおよびキ ー ボ ー 
ド' 


ボインティングデバイス機能のカスタマイズ 

ボタンの構成、クリック速度、ポインタオプションのような、ポインティングデバイスの設定を力 
スタマイズするには、 Windows の[マウスのプロパティ]を使用します。 

[マウスの プロパティ ] にアクセスするには、 [ スタート ]—[ コントロールパネル]—[プリンタとその他 
のハードウエア】 —[ マウス ] の順に選択します。 


ポインテイングデバイスの使用 

タッチパッドの使用 

タッチパッドのボタンは、外付け マウスの 左右のボタンと同様に使用します。タッチパッドの スク 
口ー ル ゾーンを使用して画面を上下に スクロールす るには、 スクロール ゾーンの線上で指を上下に 
スライドさせます。 


& 注記： ポインタの移動にタッチパッドを使用している場合、まずタッチパッドから指を離し、その 
後でスクロールゾーンに指を置きます。タッチパッドからスクロールゾーンへ指を動かすだけで 
は、スクロール機能はアクティブになりません。 


外付けマウスの接続 

USB コネクタのどれかを使用して外付け USB マウスをデバイスに接続できます。 


キーボードの使用 

ホットキーの使用 

ホットキーは、 fn キ_ (1) とフアンクシヨンキ_ (2) のうち1つとの組み合わせです。 

fl 〜 f4、f6、f8、flO、 および fll の各キーのアイコンは、ホットキーの機能を表しています。ホット 
キーの機能および操作については次の項目で説明します。 
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機能 


ホットキー 


スタンバイを起動する 

fn + f1 

101 

画面を切り替える 

fn + f2 

来 T 

画面輝度を下げる 

fn + f3 


画面輝度を上げる 

fn + f4 

i 

[QuickLock] を起動する 

fn + f6 

4 の 

デバイスの音を消す 

fn + f8 

• 

デバイスの音量を下げる 

fn + f10 

私 

デバイスの音量を上げる 

fn + fl1 


ホットキーコマンドをデバイスのキーボードで使用するには、以下のどちらかの操作を行います。 

• fn キ_を短く押し、次にホットキーコマンドの2番目のキ_を短く押します。 

または 

• fn キ _ を押しながらホットキ _ コマンドの2番目のキ _ を短く押した後、両方のキ _ を同時に 
離します。 

スタンバイを起動する （ fn + fl ) 

スタンバイを起動するには、 fn + fl を押します。 

スタンバイが起動すると、情報がメモリに保存され、画面表示が消えて節電モードになります。デバ 
イスがスタンバイ状態の間は、電源ランプが点滅します。 
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a 情報の損失を防ぐため、スタンバイを起動する前に必ずデータを保^してください。_ 

スタンバイを起動する前に、デバイスの電源がオンになっている必要があります。 


W 注記 デバイスがスタンバイ状態のときに完全な口ーバツテリ状態になった場合は、ハイパネー 

シヨンが起動し、メモリに保存された情報がハードドライブに保存されます。完全な口ーバツテリ状 
態になった場合、工場出荷時設定ではハイパネーシヨンが起動しますが、この設定は電源の詳細設定 
で変更できます。 


スタンバイを終了するには、電源スイッチを短くスライドさせます。 

fn+fl ホットキーの機能は変更することができます。たとえば、スタンバイではなくハイパネーシヨ 
ンが起動するように fn +f1 ホットキーを設定することもできます。 


歐 注記: Windows オペレーティングシステムのウィンドウでのスリープボタンに関する記述はすべ 
て、 fn + fl ホットキーに当てはまります。 


画面を切り替える （ fn + f 2) 


システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるには、 fn +f2 を押します。 
たとえば、デバイスに外付けモニタを接続している場合に fn +f2 を押すと、デバイス本体のディス 
プレイ、外付けモニタのディスプレイ、デバイス本体と外付けモニタの両方のディスプレイのどれか 
に表示画面が切り替わります。 

ほとんどの外付けモニタは、外付け VGA ビデオ方式を使用してデ/《イスからビデオ情報を受け取り 
ます。 fn + f2 ホットキーでは、デバイスからビデオ情報を受信する他のデバイスとの間でも表示画面 
を切り替えることができます。 

以下のビデオ伝送方式が fn + f2 ホットキーでサボートされます。かっこ内は、各方式を使用するデ 
バイスの例です。 

• LCD (デバイス本体のディスプレイ） 

• 外付け VGA (ほとんどの外付けモニタ） 

画面の輝度を下げる （ fn + f 3) 

fn+f3 を押すと、画面の輝度が下がります。このホットキーを押し続けると、輝度が一定の割合で 
徐々に下がります。 

画面の輝度を上げる （ fn + f 4) 

fn+f4 を押すと、画面の輝度が上がります。このホットキーを押し続けると、輝度が一定の割合で 
徐々に上がります。 

[ QuickLock ] の開始 （fn + f 6) 

[QuickLock] セキュリティ機能を開始するには、 fn + f 6 を押します。 

[QuickLock] はオペレーティングシステムの[ログオン]ウィンドウを表示して、情報を保護します。[口 
グオン]ウィンドウが表示されているときには、 Windows のユーザパスワードまたは Windows の管理 
者パスワードが入力されるまでデバイスにアクセスできません。 


啟 注記 [QuickLock] を使用する前に、 Windows のユーザパスワード、または Windows の管理者パス 

ワードを設定する必要があります。詳しくは、 [ヘルプと サボート]を參照してください。 


キ_ボードの使用 55 










[QuickLock] を使用するには、 fn + f6 キーを押して[ログオン]ウィンドウを表示し、デバイスをロック 
します。デバイスにアクセスするには、画面の説明に沿って Windows のューザパスワードまたは 
Windows の管理者パスワードを入力します。 


スピーカの音を消す （ fn + f 8) 

fn+f8 を押してスピーカの音を消します。スピーカの音量を元に戻すには、もう一度ホットキーを押 
します。 


スピーカの音量を下げる （ fn + f 10) 

fn+f10 を押してスピーカの音量を下げます。このホットキーを押し続けると、スピーカの音量が一 
定の割合で徐々に下がります。 

スピーカの音量を上げる （ fn + fll ) 

fn+f11 を押してスピーカの音量を上げます。このホットキーを押し続けると、スピーカの音量が一 
定の割合で徐々に上がります。 
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9 ドライブ 


取り付けられているドライブの確認 

デバイスに取り付けられているドライブを表示するには、 [ スタート ]—[ マイコンピュータ ] の順に選 
択します。 

ドライブの取り扱い 

ドライブは壊れやすいデバイス部品ですので、取り扱いには注意が必要です。ドライブの取り扱いに 
ついては、以下の注意事項を参照してください。必要に応じて、追加の注意事項および関連手順を示 
します。 


取り付けられているドライブの確認 57 



△注意 デバイスやドライブの損傷、またはデータの損失を防ぐため、以下の点に注意してくださ 

い。 

外付けハードドライブに接続したデバイスをある場所から別の場所へ移動させるような場合は、事前 
にスタンバイを起動して画面表示が消えるまで待つか、外付けハードドライブを適切に取り外してく 
ださい。 

ドライブを取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してください。 

リムーバブルドライブまたはデバイスのコネクタピンに触れないでください。 

ドライブは慎重に取り扱い、絶対に落としたり上に物を置いたりしないでください。 

ドライブの着脱を行う前に、デバイスの電源を切ります。デバイスの電源が切れているのか、スタン 
バイ状態なのか、またはハイパネーシヨン状態なのかわからない場合は、まずデバイスの電源を入れ 
ます。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャツトダウンします。 

ドライブをドライブベイに挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

別売のオプティカルドライブ内のディスクへの書き込みが行われているときは、キーボードから入力 
したり、デバイスを移動したりしないでください。書き込み処理は振動の影響を受けやすい動作で 
す。 


バッテリのみを電源として使用している場合は、メディアに書き込む前に、バッテリが十分に充電さ 
れていることを確認してください。 

高温または多湿の場所にドライブを放置しないでください。 

ドライブに洗剤などの液体を垂らさないでください。また、ドライブに直接、液体クリーナーなどを 
吹きかけないでください。 

ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、ドライ 
ブからメディアを取り出してください。 

ドライブを郵送するときは、発泡ビニールシートなどの緩衝材で適切に梱包し、梱包箱の表面に「コ 
ワレモノー 取り扱い注意」と明記して〈ださい。 

ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の金属 
探知器や金属探知棒が含まれます。空港の機内持ち込み手荷物をチェックするベルトコンベアなどの 
セキュリティ装置は、磁気ではなく X線を使用してチェックを行うので、ドライブには影響しませ 
ん。 


外付けドライブの使用 

外付けのリムーバブルドライブを使用すると、情報を保存したり、情報にアクセスしたりできる場所 
が拡大されます。 

USB ドライブには、以下の種類があります。 

• 1.44 MB ディスクドライブ 

• ハードドライブモジュール（アダプタを装着したハードドライブ） 

• DVD-ROM ドライブ 

• DVD-ROM/CD-RW コンボドライブ 


58 第9章ドライブ 




• DVD+RW/R および CD-RW コンボドライブ 

• DVD 土 RW/R および CD-RW コンボドライブ 

別売の外付けデバイスの使用 

m 必要なソフトウェアやドライおよび使用するデバイス本体のコネクタの種類について詳 

しくは、外付けデ/丄イスII属 g 明書を参照してくださ 

外付けデバイスを接続するには、以下の操作を行います。 

A SsT 電源好吾デ7ぐイスの接続時に g 蕾が損傷する:^を防ぐため、デバイスの電源が切れ、電源 

コ K が抜けている2を確認してく方さし 、上 

1. 外付けデバイスを接続します。 

2. 電源付きデバイスを接続する場合は、接地した電源コンセントにデバイスの電源コードを差し込 
みます。 

3. デバイスの電源を入れます。 

別電源が必要でない外付けデバイスを取り外すときは、外付けデバイスの電源を切り、デバイス本体 
から取り外します。別電源が必要な外付けデバイスを取り外すときは、外付けデバイスの電源を切 
り、デバイス本体から取り外した後、外付けデバイスの電源コードを抜きます。 
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10 メモリモジュール 


デバイスの裏面には、1基のメモリモジュールコンパートメントが装備されています。デバイスのメ 
モリを増設するには、メインメモリモジュールスロットに装着されているメモリモジュールを交換 
します。 


A 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、電源コードとすべてのバッテリを取り外してからメモリモ 
ジュールを取り付けてください。 

△ 注意： 静電気 (ESD) によって電子部品が損傷することがあります。作業を始める前に、 アース さ 
れた金属面に触るなどして、身体にたまった静電気を放電してください。 


メモリモジュールを追加または交換するには、以下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保存します。 

2. デバイスをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

デバイスの電源が切れているのかハイパネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ス 
イッチをスライドさせてデバイスの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の 
手順でシャットダウンします。 

3. デバイスに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜き、デ/《イスの電源コネクタから AC アダプタを取り外しま 
す。 

5. デバイスを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

6. デバイスからバッテリを取り外します。 

7. マイナスのネジ回しまたはその他の先のとがった物を使用して、リリースラッチをそっと押 
し、メモリモジュールコンパ _ トメントカバ _ (1) の固定を解除します。 
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8. メモリモジュールコンパートメントカバーを持ち上げて （2) デバイスから取り外します。 



9. 以下の手順に沿って操作し、既存のメモリモジュールを取り外します。 
a. メモリモジュールの左右の端の留め具を左右に引っ張ります（1)。 

メモリモジュールが少し上に出てきます。 

A 注意：^ メ^リモジュ _7i7 の損傷を防^；:め、モジュール i 持つときは必ず左右_を^ 

てください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 


b. メモリモジュールの左右の端をつかみ、そのままゆっくりと斜め上に引き抜いて （2) 取り 
外します。 



取り外したメモリモジュールは、静電気の影響を受けない袋などに入れて保管します。 


10. 以下の手順で新しいメモリモジュールを取り付けます。 
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A 注意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、モジュールを持つときは必ず左右の端を持って 
ください。メモリモジュールの端子部分に触つたりメモリモジュールを折り曲げたりしないよ 
うに注意してください。 


a. メモリモジュールの切り込みとメモリモジュールスロットのタブを合わせます（1)。 

b. しっかりと固定されるまでメモリモジュールを45°の角度でスロットに押し込み、所定の 
位置に収まるまでメモリモジュ _ ルを押し下げます（2)。 

c. カチッと音がして留め具がメモリモジュールを固定するまで、メモリモジュールの左右の 
端を押し下げます（3)。 


A 注意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを曲げないでくださし、。 



11. メモリモジュールコンパートメントカバーのタブを、デバイスのくぼみに合わせます（1)。 

12. カバーを閉じます（2)。 



13. バッテリを装着しなおします。 

14. デバイスのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデ/《イスを接続しなおします。 

15. デバイスの電源を入れます。 
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11 バックアップおよび復元 


情報を保護するために、ファイルとフォルダをバックアップします。システムに障害が発生した場合 
は、バックアップファイルを使用してデバイスを復元できます。 


m 注記： システムが不安定な場合に備え、復元の手順を印刷し、後で利用できるように保管しておく 
ことをおすすめします。 
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情報のバックアップ 

システムに障害が発生した後に復元が成功するかどうかは、完全にバックアップされたファイルがあ 
るかどうかで決まります。ソフトウェアのセットアップが終了したら、すぐに初期バックアップを作 
成してください。その後も、新しいソフトウェアやデータファイルの追加に応じて定期的にシステム 
をバックアップし、適切な新しいバックアップを作成しておくようにしてください。 

個々のファイルまたはフォルダを外付けハードドライブ（別売）にバックアップできます。 

バックアップが必要な時 

• 定期的な間隔 

• デバイスを修復または復元する前 

• ハードウェアまたはソフトウェアを追加/変更する前 

バックアップの方法 

• 個人ファイルを[マイドキュメント]フォルダに保存し、このフォルダを定期的にバックアップし 
ます。 

• 関連付けられたプログラムに保存されているテンプレートをバックアップします。 


• カスタマイズされているウィンドウ、 ツー ルバー、または メニュー バーの設定のスクリーン 

シヨットを撮って保存します。設定値や内容をリセットする必要がある場合、スクリーンシヨッ 
卜を撮っておくと時間を節約できます。 

画面をコピーしてワープロ文書などに貼り付けるには、以下の操作を行います。 

。 保存する画面を表示させます。 

。 表示されている画面を、クリップボードに画像としてコピーします。 

アクティブなウィンドウのみをコピーするには、 alt + fn + prt sc キーを押します。 

画面全体をコピーするには、 fn + prt sc キーを押します。 

。 ワープロソフトなどの文書を開くか新しく作成して、[編集]—[貼り付け]の順にクリックし 
ます。 

画面のイメージが文書に追加されます。 

。 文書を保存します。 

Windows のバックアップユーティリティを使用したバックアップ 

Windows のバックアップユーティリティを使用してバックアップを作成するには、以下の操作を行 
います。 

歐お使 r、 のデバイスが'外"^電源に接続されてい各^を確認してから、バックア石プ処理を開 

始してください。 
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注記 ファイルのサイズやデバイスの処理速度によっては、バックアップ処理に1時間以上かかる 

ことがありまち 

1. [ スタート ]—[ すべてのプログラム ]—[ アクセサリ ]—[ システムツール】 —[ バックアップ ] の順にク 
リックします。 

[/ 《ックアップまたは復元ウィザード]が表示されます。 

2. [ 次へ ] をクリックします。 

3. [ファイルと 設定のバックアップを作成す る ] をクリックしてから、 [ 次へ ] をクリックします。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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復元の実行 

お使いのデバイスには、システムの障害やシステムが不安定な場合に備え、ファイルを復元する以下 
の方法が用意されています。 

• Windows リカバリツール： Windows のバックアップューティリティを使用して、以前バック 
アップを行った情報を復元できます。 

• オペレーティングシステムディスクおよび 『Driver Recovery』 （ドライバリカバリ）ディスク 
(お使いのデバイスに付属）：これらのディスクを使用して、工場出荷時にインストールされてい 
たオペレーティングシステムとプログラムを復元できます。 

情報の復元 

以前バックアップした情報を復元するには、以下の操作を行います。 

1. 可能であれば、すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. [スタート]—[すべてのプログラム】—[アクセサリ]—[システムツール]—[バックアップ】の順にク 
リックします。 

[バックアップまたは復元ウィザード]が表示されます。 

3. [次へ]をクリックします。 

4. [ファイルと 設定を復元す る]-^次へ]の順にクリックします。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

オペレーティングシステムとプログラムの復元 

システムに障害が発生したり、システムが不安定になったりした場合は、デバイスでオペレーティン 
グシステムディスクと 『Driver Recovery』 （ドライバリカバリ）ディスクを使用すると、工場出荷 
時にインストールされていたオペレーテイングシステムとプログラムを復元できます。 


A 注意： 復元プロセスによって、ハードドライブの内容が完全に消去され、再フォーマットされま 
す。デバイス上に作成したすべてのファイルおよびインストールしたすべてのソフトウIアが完全に 
削除されます。復元プロセスによって、初期状態のオペレーティングシステム、ソフトウェア、およ 
びドライバが再インストールされます。工場出荷時にインストールされていなかったソフトウェア、 
ドライバ、およびアップデートは、手動でインストールする必要があります。 

菡 注記 リカバリディスクを使用して復元を実行するには、外付けオプティカルドライブ（別売） 

が必要になります。 

注記 復元プロセスの完了には数時間かかることがあります。 


オペレーティングシステムとプログラムを復元するには、以下の操作を行います。 

1. 可能であれば、すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. デバイスを起動または再起動してブート順序を変更し、画面の左下隅に [f9 = Change Boot Device 
Order] というメッセージが表示されている間に、 f9 キーを押します。 

3. 矢印キーを使用して、 USB オプティカルドライブを選択し、 enter キーを押します。 

4. 確認のメッセージが表示されたら、 enter キーを押します。 

5. オペレーティングシステムディスクを外付けオプティカルドライブ（別売）に挿入します。 
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6. デバイスをシャットダウンします。 

7. デバイスの電源を入れます。 

8. 画面の説明に沿って操作し、オペレーティングシステムをインストールします。 

9. オペレーティングシステムがインストールされたら、オペレーティングシステムディスクを取 
り出して 、 『Driver Recovery 』 ディスクを挿入します。 

10. 画面の説明に沿って操作し、ドライバとプログラムをインストールします。 

11. 個人用ファイルを復元します。 
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12 ソフトウェアの更新 


HP の Web サイトから、デバイスに付属するソフトウヱアの更新版を入手できます。 


HP の Web サイトにあるほとんどのソフトウェアおよび BIOS アップデートは、 SoftPaq と呼ばれる 
圧縮ファイルにパッケージ化されています。 

ダウンロード パッケ ージに Readme . txt というファイルが含まれている場合があります。このファイ 
ルには、ファイルのインストールとトラブルシューティングに関する情報が記載されています 

ソフトウェアを更新するには、このガイドで説明する作業を以下の順序で行います。 

1. お使いのモデルのデバイス、製品のカテゴリ、およびシリーズまたはファミリを確認します。デ 
バイスに現在インストールされている BIOS のバージヨンを確認して、システム BIOS アップ 
デートを準備します。 

デバイスがネットワークに接続されている場合は、ソフトウェアアップデート（特にシステム 
BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理者に確認してから実行してくださし、。 


啟 注記 デバイスシステムの BIOS は、システム ROM に格納されます。 BIOS は、オペ レーティ 
ングシステムを初期化し、デバイスとハードウヱアデバイスとの通信方法を決定し、ハードウエ 
アデバイス間で日付と時刻などのデータを転送します。 


2. HP の Web サイト ( http :// www . hp . com / ip /) の[ドライバ&•ソフトウェアダウンロード]から、お 
使いの製品の情報にアクセスします。 

3. アップデートをインス!—ルします。 
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BIOS の更新 

BIOS を更新するには、まず現在使用している BIOS のバージョンを確認してから、新しい BIOS をダ 
ウンロー ドしてインストールします。 

BIOS のバージョンの確認 

利用可能な BIOS アップデートの中に、現在デバイスにインストールされている BIOS よりも新しい 
バージョンの BIOS があるかどうかを調べるには、現在インストールされているシステム BIOS のバー 
ジョンを確認する必要があります。 

BIOS バージョン情報 （「 ROM 日付」または「システム BIOS 」 とも呼ばれます）を表示するには、 
セットアップユーティリティを開きます。 

BIOS 情報を表示するには、以下の操作を行います。 

1. デバイスを起動または再起動してセットアップユーティリティを開き、画面の左下隅に [ f 10 = 
BIOS Setup Options ] というメッセージが表示されている間に、 fl 0 キーを押します。 

2. セットアップユーティリティの起動時にシステム情報が表示されない場合は、矢印キーを使用 
して [ Main ] (メイン）メニューを選択します。 

[ Main ] メニューを選択すると、 BIOS およびその他のシステムの情報が表示されます。 

3. セットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [ Exit ] (終了 ）— [Exit 
Discarding Changes ] (変更を保存せずに終了）の順に選択し、 enter キーを押します 0 

BIOS アップデートのダウンロード 


A 注意 デバイスの損傷やインストールの失敗を防ぐため、 BIOS アップデートのダウンロードおよ 

びインストールを実行するときは必ず、 AC アダプタを使用した信頼性の高い外部電源にデバイスを 
接続してください。デバイスがバッテリ電源で動作しているとき、別売のドッキングデバイスに接続 
されているとき、または別売の電源に接続されているときは、 BIOS アップデートをダウンロードま 
たはインストールしないでください。ダウン D — ドおよびインストール時は、以下の点に注意してく 
ださい。 

電源コンセントからデバイスの電源コードを抜いて外部からの電源供給を遮断することはおやめくだ 
さい。 

デ/ くイスをシャットダウンしたり、スタンバイや ハイノ くネーシヨンを起動したりしないでください。 
デバイス、ケーブル、またはコードの挿入、取り外し、接続、または切断を行わないでください。 
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BIOS アップデートをダウンロードするには、以下の操作を行います。 

1. お使いのデバイス用のソフトウェアを提供している HP の Web サイトのページにアクセスしま 
す。 

[スタート]—[ヘルプとサボート]の順に選択して最新ソフトウェアを提供するページへのリンク 
を選択します。 

2. 画面の説明に沿ってお使いのデバイスを指定し、ダウンロードする BIOS アップデートにアクセ 
スします。 

3. ダウンロードエリアで、以下の操作を行います。 

a . お使いのデバイスに現在インストールされている BIOS のバージョンよりも新しい BIOS を 
確認します。日付や名前、またはその他の、ファイルを識別するための情報をメモしておき 
ます。後で、ハードドライブにダウンロードしたアップデートを探すときにこの情報が必要 
になる場合があります。 

b . 画面の説明に沿って操作し、選択したバージョンをハードドライブにダウンロードします。 

BIOS アップデートをダウンロードする場所へのパスをメモします。このパスは、アップ 
デートをインスト _ ルするときに必要です。 


歐 注記 デバイスをネットワークに接続している場合は、ソフトウェアアップデート（特にシ 

ステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理者に確認してから実行してく 
ださい。 


ダウンロードした BIOS によってインストール手順が異なります。ダウンロードが完了した後、画面 
に表示される説明に沿って操作します。説明が表示されない場合は、以下の操作を行います。 

1. [ スタート ] 一 [ マイコンピュータ ] の順に選択して、 Windows の[エクスプローラ]を開きます。 

2. ハードドライブをダブルクリックします。通常は、[口_カルディスク （ C:)] を指定します。 

3. BIOS ソフトウェアをダウンロードした時のメモを参照するなどして、ハードドライブ上のアッ 
プデートファイルが保存されているフォルダを開きます。 

4. 拡張子が. exe であるファイル （ filename.exe など）をダブルクリックします 0 
BIOS のインストールが開始されます。 

5. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 


m 注記 インストールが成功したことを示すメッセージが画面に表示されたら、ダウンロードした 
ファイルをハードドライブから削除できます。 
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プログラムとドライバの更新 

BIOS アップデート以外のソフトウェアをダウンロードしてインストールするには、以下の操作を行 
います。 

1. お使いのデバイス用のソフトウェアを提供している HP の Web サイトのページにアクセスしま 
す。 

[スタート] — [ヘルプとサポート]の順に選択し、ソフトウェアとドライバのアップデートを選択 
します。 

2. 画面の説明に沿って操作し、アップデートするソフトウヱアを見つけます。 

3. ダウンロードエリアで、ダウンロードするソフトウェアを選択し、 Web ページの説明に沿って 
操作します。 


W 注記： ソフトウエアのダウンロード先となるハードドライブ上の場所への/{スを書き留めてお 

いてください。ソフトウェアをインストールするときに、このパスが必要です。 


4. ダウンロードが完了したら、[スタート]—[マイコンピュータ]の順に選択して、 Windows の[エク 
スプローラ]を開きます。 

5. ハードドライブをダブルクリックします。通常は、[口ーカルディスク （ C:)] を指定します。 

6. メモしておいたハードドライブパスを使用して、アップデートが格納されているハードドライ 
ブのフオルダを開きます。 

7. 拡張子が. exe であるファイル (filename.exe など）をダブルクリックします。 

インストールが開始されます。 

8. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 


歐 注記： インストールの成功を報告するメッセージが表示された後、ダウンロードしたファイルを 
ハードドライブから削除できます。 
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13 セットアップユーテイリテイ 


セットアップユーティリティの開始 

セットアップユーティリティは ROM ベースのユーティリティで、情報の表示とシステムのカスタマ 
イズを行います。 Windows オペレーティングシステムが動作しない場合にも使用できます。 

ユーティリティはデバイスに関する情報をレポートし、起動、セキュリティ、および他のオプション 
を設定します。 

セットアップユーティリティを開始するには、以下の操作を行います。 

▲ デバイスを起動または再起動してセットアップユーティリティを開き、画面の左下隅に [ f 10 = 
BIOS Setup Options ] というメ ツセー ジが表示されている間に、 flO キーを押します。 


セットアップユーティリティの使用 

セットアップユーティリティの言語の変更 

以下の手順では、セットアップユーティリティの言語を変更する方法を説明します。セットアップ 
ユーティリティが起動していない場合、手順1から始めます。セットアップユーティリティが起動し 
ている場合は、手順2から始めます。 

1. デバイスを起動または再起動してセットアップユーティリティを開き、画面の左下隅に [ f 10 = 
BIOS Setup Options ] というメッセージが表示されている間に、 flO キーを押します。 

2. 矢印キーを使用して [System Configuration] (システム コンフイギユ レーシ ヨン） — [Language] 

(言語）の順に選択し、 enter キーを押します。 

3. 矢印キーを使用して言語を選択し、 enter キーを押します。 

4. 選択した言語を確認するメッセージが表示されたら、 enter キーを押します。 

5. 変更を保存してセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [Exit]—[Exit 
Saving Changes] (変更を保存して終了）の順に選択し、 enter キーを押します 0 

変更はすぐに有効になります。 
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セットアップユーティリティでの移動および選択 

セットアップユーティリティは Windows ベースではないため、タッチパッドに対応していません。 

移動および選択は、キーを押して行います。 

• メニューまたはメニュー項目を選択するには、矢印キ _ を使用します。 

• 一覧の項目を選択したり、有効/無効などのフィールドを切り替えたりするには、矢印キーを使 
用するか、 f 5 キーまたは f 6 キーを使用します。 

• 項目を選択するには、 enter キーを押します。 

• テキストボックスを閉じたり、メニュー表示に戻ったりするには、 esc キーを押します。 

• セットアップユーティリティの起動中に追加の移動および選択についての情報を表示するに 
は、 fl キーを押します。 

システム情報の表示 

以下の手順では、セットアップユーティリティでシステム情報を表示する方法を説明します。セット 

アップユーティリティが起動していない場合、手順1から始めます。セットアップユーティリティ 

が起動している場合は、手順2から始めます。 

1. デバイスを起動または再起動してセットアップユーティリティを開き、画面の左下隅に [ f 10 = 
BIOS Setup Options ] というメッセージが表示されている間に、 flO キーを押します。 

2. [Main] (メイン）メニューを選択します。システム時刻と日付などのシステム情報およびデバイ 
スの識別情報が表示されます。 

3. 設定を変更しないでセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して、 [Exit] 
(終了）— [Exit Discarding Changes] (変更を保存せずに終了）の順に選択し、 enter キーを押 
します。 

セットアップユーティリティでの初期設定の復元 

以下の手順では、セットアップユーティリティの初期設定を復元する方法を説明します。セットアッ 

プユーティリティが起動していない場合、手順1から始めます。セットアップユーティリティが起 

動している場合は、手順2から始めます。 

1. デバイスを起動または再起動してセットアップユーティリティを開き、画面の左下隅に [ f 10 = 
BIOS Setup Options ] というメッセージが表示されている間に、 flO キーを押します。 

2. 矢印キーを使用して [Exit 】 （終了）— [Load Setup Defaults] (初期設定値を口ードする）の順に 
選択し、 enter キー卷押します。 

3. セットアップの確認が表示されたら、 enter キーを押します。 

4. 変更を保存してセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [Exit】—[Exit 
Saving Changes] (変更を保存して終了）の順に選択し、 enter キーを押します。 

セツトアップユーティリティの初期設定値は、デバイスを再起動したときに有効になります。 


歐 注記： 出荷時設定に戻しても、パスワード、セキュリティ、および言語の設定は変更されません。 
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セットアップユーティリティの終了 

変更を保存または保存しないでセットアップユー亍ィリティを終了できます。 

• 現在のセッションからの変更内容を保存して、セットアップユーティリティを終了するには、 
以下の操作を行います。 

セットアップユーティリティの メニ ューが表示されていない場合は、 esc キーを押して、 メニュー 
画面に戻ります。矢印キーを使用して、 [ Exit ] (終了 ）― [Exit Saving Changes ] (変更を保存し 
て終了する）の順に選択し、 enter キーを押します。 

• 現在のセッションからの変更内容を保存しないで、セットアップユーティリティを終了するに 
は、以下の操作を行います。 

セットアップユーティリティのメニューが表示されていない場合は、 esc キーを押して、メニュー 
画面に戻ります。矢印キーを使用して、 [ Exit】—[Exit Discarding Changes 】 （変更を保存せずに 
終了）の順に選択し、 enter キーを押し去す。 

どちらかを選択すると、デバイスが再起動され Windows が起動します。 


セットアップユーテイリテイのメニュー 

次のメニュ ーー 覧に、セツトアップューティリティのオプションの概要を示します。 


歐 注記： この章に記載されているセットアップユーティリティの一部のメニュー項目は、お使いのデ 
バイスでは使用できない場合があります。 


[ Main ] ( メイン）メニュー 


オプション 

設定内容 

System information (システム情幸艮) 

• システム時刻および日付を表示したり変更したりします 


• デバイス識別情報を表示します 


• プロセッサ、メモリサイズ、およびシステム BIOS の仕様情報を 

表示します 


[ Security ] ( セキュリティ）メニュ ー 


オプション 

設定内容 

Administrator Password (管理者パスワード） 

管理者パスワードを入力、変更、または削除します 

Power-On Password (電源投入時パスワード） 

電源投入時パスワードを入力、変更、または削除します 

[System Configuration ] (詳細設定） 

メ ニュー 

オプション 

設定内容 

Language Support (対応言語） 

セットアップユーティリティの言語を変更します 
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オプション 

設定内容 

Processor C4 State (プロセッサ C4 の状態） 

プロセッサ C4 のスリーブ状態を有効/無効にします 

Boot Options (ブートオプション） 

以下のブートオプションを設定します 

• flOand fl 2 Delay (sec.) (flO および f12 の遅延（秒））：セットアッ 
プユーティリティの flO および f12 機能の遅延（キー入力を待つ 
時間）を、5秒間隔（0、5、10、15、 20) で設定します 

• Internal Network Adapter boot (内蔵ネットワークアダプタブー 
卜）： 内蔵ネットワークアダプタからのブートを有効/無効にしま 
す 

• Boot Order (ブート順序）：以下のブート順序を設定します 

。 内蔵ハードドライブ（一部のモデルのみ） 

〇 USB フロッ ピー 

。 USB CD/DVD ROM ドライブ 

。 USB メモリ上のドライブ 

。 USB ハードドライブ 

。 USB 力ードリーダー 

。 ネットワークアダプタ 

注記： ブート順序のメニューには、システムに取り付けら 
れているザバイスのみが表不されます 


[ Diagnostics ] (診断)メニユ 


オプション 

設定内容 

Hard Disk Self Test (ハードドライブセルフテス 
卜）（一部のモデルのみ） 

ハードドライブの総合的な自己診断を実行します 

Memory Test (メモリテスト） 

システムメモリの診断テストを実行します 
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